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開通記念式典でテープカットが行われました。

京奈和自動車道8/19 五條北IC－御所南IC区間が開通

9/10 少年少女剣士が熱戦

　五條市出身の木村篤太郎（生家は現在のまちや館）は
初代法務大臣、防衛庁長官のほか、全日本剣道連盟の初
代会長として、剣道の普及・振興に努めました。同氏の
名前を冠した第２回剣道大会がシダーアリーナで開催さ
れ、県内から小中学生 74 団体・約 500 人が参加し、男
女混合の個人戦・団体戦で熱戦を繰り広げました。

第２回木村篤太郎杯剣道大会

目を奪われるプロの迫力あるプレー

９/９ 五條市初開催・プロバスケットボール

　市制 60 周年記念事業の一環として、シダーアリーナで
県下唯一のプロバスケットボールチーム・バンビシャス奈
良のプレシーズンゲームが開催されました。小中高生の無
料招待や市民優待で多くの観客が集まり、プロ選手の技術
や迫力に熱のこもった応援を送りました。また、市内出身
の女優・尾野真千子さんも会場で観戦して盛り上げました。

バンビシャス奈良プレシーズンゲーム

息詰まる攻防から、６回裏に５点を取る猛攻で勝利した大和明星子供会

8/15 第33回吉野川祭り

　上野公園野球場で２チームが参加し、
野球大会が開催されました。

学童軟式野球大会

　京奈和自動車道の五條北 IC から御所南 IC までの区間
（7.2km）が開通し、御所南 IC 付近を会場に開通記念式
典とウォーキングイベントなどが開催されました。開通
により橿原市から和歌山市までがつながり、企業立地の
促進や雇用拡大、観光振興などの効果が期待されるほか、
救急搬送時間短縮や防災力の向上も期待されます。

8/27 日頃の練習の成果を発揮

　市制 60 周年を記念し、五條市ロータリークラ
ブとの共催で「五條市バンドフェスタ」が開催さ
れました。市内の小・中・高校の金管バンド・吹
奏楽部が、元気な音色を響かせ日頃の練習の成果
を発揮したほか、奈良県唯一のプロ楽団・奈良フィ
ルハーモニー管弦楽団による演奏が行われました。

五條市バンドフェスタ

▼優勝
大和明星子供会
▼準優勝
牧野ジュニアーズ

▼最優秀選手賞
養田  創士 君
（大和明星子供会）
▼敢闘賞
森　逸稀  君
（牧野ジュニアーズ）

個
人
・
団
体
と
も
に
白
熱
し
た
試
合
を
展

開
し
ま
し
た
。

五
條
高
校
吹
奏
楽
部
演
奏
に
よ
り
、
会
場

全
体
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
し
ま
し
た
。

太
田
市
長
も
チ
ー
ム
T
シ
ャ
ツ
で
応
援
！

２ごじょうフォトニュース



8/28 戦没者の慰霊と平和を祈念

　五條市遺族会（会長　森井美千子）73人が靖国
神社を参拝しました。靖国神社には五條市の戦没
者 1,660 余人がまつられています。遺族らは、祖
国の繁栄と安泰を念じつつ亡くなった戦没者に手
を合わせ感謝の気持ちを捧げ、戦争と平和につい
て語り継いでいく気持ちを新たにしました。

遺族会が靖国神社を参拝

8/27 地域グルメと音楽を楽しむ

　新町通りができる前に「きつねの森」と呼ばれた森が
あったことにちなみ、商人町の賑わいを思い、地元の食
と音楽を楽しむイベントが開催されました。メイン会場
の吉野川特設会場では音楽コンサートやダンス、吹奏楽
の発表、多くの工夫を凝らした露店が出店し、新町通り
や大野屋のサブ会場では体験教室等が開催されました。

五條新町きつねの森フェス開催

被災地を実際に見て、防災への意識を再確認。

8/27 地域と協働で防災を学ぶ

　災害時に地域の住民と連携し、積極的な防災行動ができ
る「助けられる人から助ける人へ」を目指し、五條中学校
の生徒 14 人が参加して宿泊訓練が実施されました。災害
発生時を想定し、地域住民と協力して教室を避難所として
運営する訓練のほか、大塔町宇井の被災地を訪れ災害の恐
ろしさを感じるとともに、防災への意識を再確認しました。

五條中学校の防災宿泊訓練

写真左から松井教育部長、久保会長、堀内教育長 

8/24 活発な子ども会活動に表彰

　長年に渡り継続して活動し、その業績が顕著であるとして、
全国子ども会連合会から住川子ども会が表彰され、教育委員
会事務局で授与式が行われました。堀内教育長から同会の久
保敦雄会長に表彰状・感謝状が手渡され、市内でも子ども会
の活動が少なくなる中、年間を通して定期的な活動を続けて
いる子ども会として功績をたたえました。

住川子ども会が全国表彰を受賞

8/28

吉
野
川
に
面
し
た
特
設
会
場
で
、
さ
わ
や

か
な
川
風
を
感
じ
な
が
ら
音
楽
を
鑑
賞
。

Gojo Photo News
ごじょうフォトニュース

戦
没
者
に
祈
り
を
さ
さ
げ
る
遺
族
ら

９/３ 平成23年紀伊半島大水害

　大塔町を襲った紀伊半島大水害から６年、宇井自治会
主催の追悼式が行われました。遺族や関係者約 100 人
が参列し、６月に遺体が発見された１人を含む犠牲者８
人のめい福と、行方不明者３人の早期発見を願い、祈り
を捧げました。また、式辞の中で災害からの復興と、助
け合い住み続けられる地域を目指す決意が語られました。

大塔町・宇井地区慰霊祭

式辞を読む宇井自治会・市平会長

３ Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１
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市の取組を報告します
五條市議会第 3回９月定例会

市の取組を報告します

市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業

　

市
民
が
実
施
す
る
事
業
に
つ
い
て

申
請
に
基
づ
き
市
制
60
周
年
記
念
冠

事
業
と
し
て
承
認
し
、
全
市
を
挙
げ

て
市
制
60
周
年
を
盛
り
上
げ
る
機
運

を
高
め
て
い
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
の
取
組

　

昨
年
度
同
時
期
の
実
績
に
比
べ
、

通
院
ラ
イ
ン
の
利
用
者
数
は
増
加
し
、

通
院
手
段
の
み
な
ら
ず
、
通
学
や
買

い
物
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
共
交
通
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、

よ
り
専
門
的
見
地
か
ら
検
討
を
行
う

地
域
公
共
交
通
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
を

設
置
し
ま
し
た
。

　
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

　

７
月
１
日
に
五
條
市
総
合
防
災
訓

練
を
開
催
し
、
関
係
機
関
や
団
体
各

機
関
の
技
術
の
向
上
、
連
携
活
動
の

確
認
を
行
い
「
自
助
」「
共
助
」
の

重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、７
月
５
日
に
発
生
し
た「
九

州
北
部
豪
雨
」
で
被
害
を
受
け
た
福

岡
県
朝
倉
市
の
救
援
依
頼
を
受
け
、

支
援
物
資
を
発
送
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
緊
急
放
送
を
通
じ
て

迅
速
に
災
害
等
に
関
す
る
情
報
を
周

知
す
る
た
め
、Ｆ
Ｍ
五
條
を
運
営
す

る
社
会
福
祉
法
人
祥
水
園
と
「
災
害

時
に
お
け
る
緊
急
放
送
に
関
す
る
協

定
」
を
７
月
３
日
に
締
結
し
ま
し
た
。

陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
の
誘
致

　

奈
良
県
と
五
條
市
と
の
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
包
括
協
定
に
、
自
衛
隊

駐
屯
地
の
誘
致
候
補
地
の
プ
レ
デ
ィ

ア
ゴ
ル
フ
地
区
を
含
む
「
五
條
西
地

区
」
を
追
加
す
る
た
め
、
７
月
21
日

に
一
部
を
変
更
す
る
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

お
互
い
の
人
権
を
認
め
、

　

尊
重
し
あ
う
ま
ち
づ
く
り

　
「
差
別
を
な
く
す
強
調
月
間
」
中

の
７
月
８
日
に
「
第
46
回
差
別
を
な

く
す
市
民
集
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

拉
致
被
害
者
の
蓮
池
薫
さ
ん
が
自
身

の
経
験
か
ら
「
拉
致
は
人
権
侵
害
の

極
致
、
放
置
し
て
よ
い
問
題
で
は
な

い
」
と
拉
致
問
題
の
解
決
を
訴
え
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
人
権
意
識
の
高

揚
を
図
り
ま
し
た
。

高
齢
者
が
安
心
し
て

　

暮
ら
せ
る
ま
ち
へ
の
取
組

　

認
知
症
の
進
行
状
況
に
合
わ
せ
、

ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
れ
ば

よ
い
の
か
を
示
し
た
「
認
知
症
ケ
ア

パ
ス
」
の
作
成
や
、
認
知
症
の
初
期

の
支
援
を
包
括
的
に
行
い
、
自
立
生

活
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
「
認
知
症
初

期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
の
設
置
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
結
婚
・
出
産
・

　

子
育
て
で
き
る
ま
ち
へ

　

こ
れ
ま
で
の
結
婚
相
談
事
業
に
加

え
、
よ
り
多
く
の
若
い
世
代
の
結
婚

応
援
事
業
と
し
て
７
月
に
婚
活
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
、
市
内
外
か
ら
男
女
20

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

子
育
て
中
の
親
と
子
ど
も
へ
の
支

援
を
目
的
と
し
て
イ
オ
ン
五
條
店
２

階
に
開
設
す
る
「
五
條
市
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
」（
愛
称
：
は
っ
ぴ
ぃ
）

は
８
月
末
に
工
事
が
完
了
し
、
オ
ー

プ
ン
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
を

　

ジ
ビ
エ
肉
と
し
て
特
産
品
に

　

７
月
か
ら
、
ジ
ビ
エ
ー
ル
の
食
肉

を
加
工
し
た
猪
と
シ
カ
の
燻
製
肉
を

地
域
の
特
産
品
と
し
て
販
売
す
る
と

と
も
に
、「
大
切
な
命
、
活
か
す
ジ

ビ
エ
カ
レ
ー
」
の
甘
口
製
品
を
８
月

か
ら
販
売
し
、
五
條
市
の
全
国
P
R

を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

五條市

４市政の報告



五條市議会第 3回９月定例会日
本
一
の
柿
の
ま
ち
・
五
條

　

ハ
ウ
ス
柿
を
全
国
に
P
R

　

今
年
も
奈
良
県
産
「
ハ
ウ
ス
柿
」

の
出
荷
時
期
に
合
わ
せ
、
７
月
13
日

に
山
本
農
林
水
産
大
臣
（
当
時
）
や

森
山
前
農
林
水
産
大
臣
を
奈
良
県
農

林
部
・
Ｊ
Ａ
・
柿
生
産
者
代
表
と
と

も
に
表
敬
訪
問
し
、
ハ
ウ
ス
柿
の
Ｐ

Ｒ
を
し
ま
し
た
。

京
奈
和
道
開
通
を
契
機
と
し
た

　

企
業
誘
致
の
促
進

　

７
月
21
日
に
「
企
業
立
地
セ
ミ

ナ
ー
in
大
阪
」
に
参
加
し
、
県
内
外

か
ら
の
企
業
関
係
者
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
企
業
誘
致
を
進
め
て
い
る

「
南
大
和
テ
ク
ノ
タ
ウ
ン
」
は
、
京

奈
和
自
動
車
道
大
和
・
御
所
道
路（
御

所
区
間
）
が
８
月
19
日
に
開
通
と

な
っ
た
こ
と
を
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と

と
ら
え
、
引
き
続
き
奈
良
県
や
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
誘
致
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。

五
條
市
の
魅
力
を
発
信
し
、

　

観
光
を
振
興
し
ま
す

　

８
月
15
日
に
行
わ
れ
た
「
第
46
回

吉
野
川
祭
り
」
は
、
市
制
60
周
年
に

ふ
さ
わ
し
い
盛
大
な
花
火
大
会
と
な

り
、
約
７
万
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
８
月
31
日
か
ら
９
月

12
日
ま
で
、
東
京
に
あ
る
「
奈
良
ま

ほ
ろ
ば
館
」
で
五
條
市
観
光
戦
略
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
梶
本
氏
の
「
五

條
っ
て
ど
ん
な
と
こ
？
〜
五
條
市
の

歴
史
に
ふ
れ
て
み
よ
う
〜
」
と
題
し

た
講
座
を
開
催
し
、
首
都
圏
に
も
五

條
市
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

学
生
ら
の
合
宿
を
誘
致
し
、

　

交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
す

　

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
利
用
す

る
学
生
を
主
と
す
る
団
体
を
対
象
に
、

「
五
條
市
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
合
宿
支

援
事
業
補
助
金
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

新
庁
舎
建
設
に
と
も
な
う

　

下
水
道
の
整
備
に
着
手

　

新
庁
舎
建
設
工
事
に
と
も
な
う
旧

五
條
高
校
跡
地
東
側
付
近
の
整
備
は
、

水
道
管
お
よ
び
ガ
ス
管
の
仮
設
工
事

が
８
月
上
旬
で
完
了
し
、
８
月
下
旬

か
ら
下
水
道
本
体
工
事
に
着
手
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
効
率

的
な
計
画
を
立
て
、
下
水
道
の
普
及

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
水
道
水
の

　

供
給
を
持
続
す
る
た
め
に

　

水
道
事
業
の
財
源
を
確
保
す
る
た

め
、
昨
年
か
ら
５
回
に
わ
た
り
五
條

市
水
道
料
金
等
審
議
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
約
20
年
間
行
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
水
道
料
金
改
定
に
つ
い
て
、

本
年
５
月
29
日
に
審
議
会
か
ら
答
申

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
答
申
に
基
づ
き
、

水
道
料
金
改
定
に
向
け
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

賀
名
生
分
校
を
魅
力
化
、

　

全
国
か
ら
生
徒
を
募
集
し
ま
す

　

旧
五
條
病
院
看
護
師
寮
を
賀
名
生

分
校
寄
宿
舎
と
し
て
整
備
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
入
学
者
全

国
募
集
に
向
け
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
も

完
成
し
、
全
国
に
向
け
て
広
報
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
校
適
正
化
の
推
進
・

 

幼
保
一
体
化
・
認
定
こ
ど
も
園

　

将
来
の
教
育
を
考
え
る

　

８
月
５
日
に
平
成
29
年
度
五
條
市

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
今
後

の
教
育
・
保
育
の
方
向
に
つ
い
て
多

く
の
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
適
正
化
や
認
定
こ
ど

も
園
の
整
備
に
つ
い
て
、
各
地
区
で

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

後
は
「
学
校
適
正
化
基
本
計
画
及
び

認
定
こ
ど
も
園
整
備
基
本
計
画
」
の

策
定
を
進
め
ま
す
。

恵
ま
れ
た
環
境
と
施
設
で
、

　

五
輪
キ
ャ
ン
プ
地
を
誘
致

　

６
月
22
日
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
卓
球

協
会
の
チ
ー
ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
五

條
市
を
訪
れ
、
練
習
会
場
と
し
て
上

野
公
園
総
合
体
育
館
を
視
察
す
る
と

と
も
に
、
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
後
は
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
を

進
め
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

文
化
財
の
保
存
と
修
復

　

民
俗
行
事
を
記
録
し
保
存

　

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

で
あ
る
五
條
新
町
で
、
４
件
の
修
理

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

が
連
携
協
定
を
結
ぶ
横
浜
美
術
大
学

の
協
力
を
受
け
、
国
史
跡
宇
智
川
磨

崖
碑
保
存
・
活
用
事
業
を
進
め
る
ほ

か
、
伝
統
的
な
民
俗
行
事
と
し
て
貴

重
な
秋
祭
り
に
「
御
仮
屋
」
を
作
る

風
習
や
、
大
塔
町
の
篠
原
お
ど
り
の

記
録
作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

５ Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１



五
條
市
制
施
行

五
條
市
制
施
行
6060
周
年
記
念
式
典

周
年
記
念
式
典

　

五
條
市
が
誕
生
し

　

五
條
市
が
誕
生
し
て
60
年
、
人
間
で
は
還
暦
と
も
い
え
る

年
、
人
間
で
は
還
暦
と
も
い
え
る

「
60
周
年
」
を
迎
え
ま
し
た
。
市
内
外
の
多
く
の
皆
様
と
と
も

周
年
」
を
迎
え
ま
し
た
。
市
内
外
の
多
く
の
皆
様
と
と
も

に
、
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
再
確
認
し
、
次
の
世
代
へ
継
承
す

に
、
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
再
確
認
し
、
次
の
世
代
へ
継
承
す

る
機
会
と
す
る
た
め
、
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

る
機
会
と
す
る
た
め
、
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

■
日
時

10
月
15
日
（
日

日
（
日
）
13
時
～
16
時
30
分

■
会
場　

市
民
会
館
（
大
ホ
ー
ル
）

■
会
場　

市
民
会
館
（
大
ホ
ー
ル
）

■
内
容　

■
内
容　

第
１
部　

記
念
式
典　

第
１
部　

記
念
式
典　

　

第
２
部　

交
流
都
市
締
結
式
・
感
謝
状
贈
呈
式

　

第
２
部　

交
流
都
市
締
結
式
・
感
謝
状
贈
呈
式

　

第
３
部　

記
念
イ
ベ
ン
ト

　

第
３
部　

記
念
イ
ベ
ン
ト

輝
く
未
来
へ
、
と
も
に
進
も
う
！

輝
く
未
来
へ
、
と
も
に
進
も
う
！

講師紹介
浪速のカリスマ添乗員　平田進也 ( ひらたしんや ) 氏
学生時代からテレビに出演し、今や芸人顔負けのタレント性・テ
ンションと話術で、テレビのバラエティ番組でも全国区で大人気。
五條高校出身で、市内には同窓生も多数。なんと市制施行と同じ、
昭和 32 年生まれの「60 歳」。

五
條
市
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典

　

五
條
市
が
誕
生
し
て
60
年
、
人
間
で
は
還
暦
と
も
い
え
る

「
60
周
年
」
を
迎
え
ま
し
た
。
市
内
外
の
多
く
の
皆
様
と
と
も

に
、
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
再
確
認
し
、
次
の
世
代
へ
継
承
す

る
機
会
と
す
る
た
め
、
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

10
月
15
日
（
日
）
13
時
～
16
時
30
分

■
会
場　

市
民
会
館
（
大
ホ
ー
ル
）

■
内
容　

第
１
部　

記
念
式
典　

　

第
２
部　

交
流
都
市
締
結
式
・
感
謝
状
贈
呈
式

　

第
３
部　

記
念
イ
ベ
ン
ト

輝
く
未
来
へ
、
と
も
に
進
も
う
！

 時　間 内  容  
 

 
 

 

① ⼋尾市との交流都市提携締結式 
⼋尾市⻑ ⽥中 誠太 ⽒

② 観光⼤使の任命 
桂 雀太⽒
五條市出⾝の落語家。上⽅落語協会会員
2016年NHK新⼈落語⼤賞受賞

 

③
 
感謝状贈呈式

 

本市の発展に貢献・協⼒いただいた⼈に感謝状を贈呈

  

映像「Voice~五條市に暮らす~」放映

 
 

① 記念講演  講師 浪速のカリスマ添乗員 
平⽥ 進也⽒

② トークセッション 「五條市の未来を語る」
太⽥市⻑と市内⼩・中・⾼校⽣
（コーディネーター・平⽥進也⽒）

※会場周辺が混雑するため、五條小

学校グラウンドを駐車場として用

意しています。（約 100 台）

※式典進行上、時間が前後する可能

性があります。

※会場が満員となった場合、入場制

限をする可能性があります。

■問合先　企画政策課（内線 206）

オープニング（智辯学園和太⿎部「桔梗」）
記念式典　

第１部
記念式典

13:00~

14:30~第２部
交流都市
提携締結式

感謝状
贈呈式

~16:30

第３部
記念
イベント

大塔～西吉野
送迎バスを運行します
13:00 大塔支所
13:05 小代下バス停　
13:10 阪本バス停
13:15 天辻（道の駅） 
13:20 永谷バス停
13:30 宗川野橋バス停
13:35 城戸バス停
13:40 賀名生農協前バス停
13:45 神野バス停
13:50 老野バス停
14:00 市民会館
※乗車する場合は直接バス停
にお越しください。

※帰りは 17時ごろ市民会館
前からバスが出発します。

式典開催スケジュール式典開催スケジュール

記念イベント「五條市の未来について」

式典開催スケジュール

６市制 60周年記念式典・くらしのメモ



五
條
市
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典

　

五
條
市
が
誕
生
し
て
60
年
、
人
間
で
は
還
暦
と
も
い
え
る

「
60
周
年
」
を
迎
え
ま
し
た
。
市
内
外
の
多
く
の
皆
様
と
と
も

に
、
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
再
確
認
し
、
次
の
世
代
へ
継
承
す

る
機
会
と
す
る
た
め
、
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

10
月
15
日
（
日
）
13
時
～
16
時
30
分

■
会
場　

市
民
会
館
（
大
ホ
ー
ル
）

■
内
容　

第
１
部　

記
念
式
典　

　

第
２
部　

交
流
都
市
締
結
式
・
感
謝
状
贈
呈
式

　

第
３
部　

記
念
イ
ベ
ン
ト

輝
く
未
来
へ
、
と
も
に
進
も
う
！

私有地 歩道

2.5ｍ

車道

4.5ｍ

車道

※

赤
斜
線
部
分
が
伐
採
し
て
管
理
す

る
必
要
が
あ
る
部
分

食料品のビン等

汚れたビン
薬品のビン等

家電類
灰

灰

古紙・
ビン回収

その他の
燃えない
ごみ

カン・
小型
金属類

燃える
　ごみ

そ
の
他
の
燃
え
な
い
ご
み

 

の
入
れ
間
違
い
に
注
意
！

安
全
の
た
め
管
理
が
必
要
で
す

道
路
上
に
は
み
出
し
た

庭
木
は
伐
採
し
ま
し
ょ
う

　

私
有
地
か
ら
は
み
出
た
樹
木
は
土

地
所
有
者
に
所
有
権
が
あ
る
た
め
市

で
は
剪
定
・
伐
採
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。（
民
法
第
２
３
３
条
）

　

折
れ
木
や
道
路
上
に
は
み
出
し
た

木
が
原
因
で
事
故
等
が
発
生
し
た
場

合
は
所
有
者
が
責
任
を
問
わ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。（
民
法
第
７
１
７
条
、

道
路
法
第
43
条
）

　

樹
木
所
有
者
は
適
切
な
管
理
を
し

て
く
だ
さ
い
。

■
建
設
課
（
内
線
２
１
６
・
２
７
７
）

国民健康保険

申込・問合先

建設課 （内線 279）

■
国
民
健
康
保
険
脱
退
の
手
続

が
必
要
で
す

　

国
民
健
康
保
険
か
ら
社
会
保
険
等

に
切
替
え
る
手
続
は
、
会
社
等
で
は

行
い
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
保
険
課
に

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
を
し

な
い
と
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

た
ま
ま
と
な
り
、
保
険
税
を
２
重
に

支
払
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
持
っ
て
く
る
も
の

①
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

②
社
会
保
険
証
（
社
会
保
険
に
変
わ

っ
た
人
全
員
分
）

③
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
等
の
浸
透
印

は
不
可
）

④
本
人
確
認
の
で
き
る
も
の
（
運
転

免
許
証
等
）

※

窓
口
で
の
手
続
が
難
し
い
場
合
は
、

郵
送
で
も
可
能
で
す
。

国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
に
変
わ
っ
た
ら

　

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い

■
返
還
金
が
発
生
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す

　

社
会
保
険
等
の
資
格
取
得
日
か
ら
、

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
は
使

え
ま
せ
ん
。
国
民
健
康
保
険
の
資
格

を
喪
失
（
社
会
保
険
等
へ
の
加
入
、

市
外
へ
の
転
出
な
ど
）
し
た
後
、
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
で
医
療
機

関
等
を
受
診
し
た
場
合
、
国
民
健
康

保
険
が
負
担
し
た
保
険
給
付
部
分

（
７
割
〜
９
割
）
は
返
還
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
返
還
し
た
分
は
、
新

し
く
加
入
し
た
社
会
保
険
等
に
請
求

す
る
と
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。
（
請
求

権
に
は
時
効
が
あ
り
ま
す
）

※

や
む
を
得
ず
医
療
機
関
を
受
診
す

る
場
合
は
、
社
会
保
険
等
へ
変
わ

っ
た
こ
と
を
医
療
機
関
に
必
ず
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
医
療
費
の
負

担
割
合
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関

と
相
談
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
合
先　

保
険
課

　
（
内
線
２
６
７
・
３
６
７
）

）

保 険 課

■
問
合
先　

み
ど
り
園

☎
２
４
・
４
１
１
１

　

み
ど
り
園
で
は
集
積
場
を

新
設
す
る
場
合
等
に
、
事
業

費
の
３
分
の
２
（
上
限
は
30

万
円
）
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

網
掛
け
（
鳥
よ
け
ネ
ッ
ト
）

も
補
助
金
の
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
設
置
前
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
類
の
指
定
袋
に

ビ
ン
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い

み
ど
り
園

　

だ
よ
り

　

家
電
や
灰
な
ど
は
、
そ
の

他
燃
え
な
い
ご
み
の
袋
に
入

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ご
み
集
積
場
整
備
補
助
金

　

リ
サ
イ
ク
ル
類
の
指
定
袋
に
ビ
ン

が
入
っ
て
い
る
と
収
集
車
の
中
で
割

れ
、
分
別
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

ビ
ン
は
、
各
地
区
月
２
回
行
っ
て

い
る
『
古
紙
・
ビ
ン
回
収
』
の
日
に
、

中
身
の
見
え
る
透
明
な
袋
に
入
れ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

汚
れ
の
と
れ
な
い
ビ
ン
、
薬
品
の

ビ
ン
等
は
『
そ
の
他
の
燃
え
な
い
ご

み
』
の
日
に
指
定
袋
に
入
れ
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
請
書
等

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

式典開催スケジュール
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特
別
弔
慰
金
の
申
請
は
済
ま
せ
ま
し
た
か

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

　

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
、

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族

で
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

等
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場
合
、

「
第
10
回
特
別
弔
慰
金
」
と
し
て

記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
の
で
申

請
が
ま
だ
の
人
は
早
め
に
手
続

し
て
く
だ
さ
い
。

※

前
回
申
請
者
の
内
、
申
請
が
ま
だ

で
請
求
可
能
な
人
が
い
る
場
合
に

は
前
回
請
求
者
宛
に
案
内
を
送
っ

て
い
ま
す
が
、
案
内
が
届
い
て
い

な
く
て
も
心
当
た
り
の
あ
る
人
は

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※

申
請
に
は
多
く
の
書
類
が
必
要
に

な
る
場
合
が
あ
り
、
か
な
り
の
時

間
を
要
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
遺
族　

戦
没
者
死
亡

時
に
生
ま
れ
て
い
た
、
次
の
順
番
に

よ
る
先
順
位
の
遺
族
１
人
で
す
。上記１～４以外の三親等内の親族（戦没者等の死亡時ま

で引き続き１年以上生計関係を有していた人に限る）

弔慰金の受給権者１

戦没者の子
Ａ．戦没者と生計関係を有していた
Ｂ．遺族以外のものの養子になっていない
Ｃ．遺族以外のものと氏を改める婚姻または事実
婚をしていない

以上３点をすべて満たす
①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹

上記３以外の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹

２

３

４

５

※

受
付
か
ら
支
給
ま
で
１
年
〜
３
年

か
か
る
見
込
み
で
す
。
詳
し
く
は

窓
口
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※

国
債
が
発
行
さ
れ
次
第
す
ぐ
に
申

請
者
に
通
知
を
送
っ
て
い
ま
す
。

申
請
か
ら
１
年
以
上
経
過
し
て
い

て
、
通
知
が
届
い
て
い
な
い
人
は
、

窓
口
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

社
会
福
祉
課
福
祉
係

　
（
内
線　

２
９
９
）

■
申
請
期
間　

平
成
30
年
４
月
２
日

（
月
）
ま
で

■
支
給
内
容　

額
面
25
万
円
で
５
年

償
還
の
記
名
国
債

■
請
求
窓
口　

社
会
福
祉
課

情
報
シ
ー
ト
を

 

更
新
し
て
く
だ
さ
い

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を

持
っ
て
い
る
人
は

　
「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」（※

）

の
中
に
緊
急
連
絡
先
・
か
か
り
つ

け
医
・
持
病
等
を
記
載
し
た
情
報

シ
ー
ト
を
入
れ
て
、
冷
蔵
庫
に
保

管
す
る
こ
と
で
、
救
急
隊
が
駆
け

付
け
た
時
に
迅
速
に
救
急
活
動
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（※

）
民
生
児
童
委
員
を
通
じ
て

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
の

世
帯
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
先　

介
護
福
祉
課
長
寿
係

　
（
内
線
２
４
９
、
２
９
２
）

　

こ
の
情
報
シ
ー
ト
の
記
載
内
容

に
変
更
が
あ
っ
た
人
は
、
最
新
の

内
容
に
書
き
換
え
て
く
だ
さ
い
。

※
新
し
い
情
報
シ
ー
ト
が
必
要
な

人
は
、
民
生
児
童
委
員
ま
た
は

介
護
福
祉
課
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

救急医療情報キット救急医療情報キット救急医療情報キット

をだ
さ
い

ト
を

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
!!

ネ
コ
を
飼
う
と
き
は

　

ペ
ッ
ト
に
関
す
る
苦
情
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
、
動
物
が
好
き
な
人
も
苦
手
な
人

も
、
お
互
い
が
気
持
ち
よ
く
生
活
で

き
る
よ
う
な
街
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
飼
育
す
る
意
思
の
な
い
野
良
猫

■
問
合
先　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
生
活
環
境
課
（
内
線
３
９
１
）　

▼
内
吉
野
保
健
所

☎
２
２
・
３
０
５
１

■
オ
ス
も
メ
ス
も
不
妊
手
術
を
し

て
、
子
ネ
コ
が
増

え
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
！

へ
の
エ
サ
や

り
は
や
め
ま

し
ょ
う
！

■
猫
は
で
き
る
だ
け
屋
内
で
飼
い
、

フ
ン
や
尿
の
処

理
は
き
ち
ん
と

し
ま
し
ょ
う
！

マナーを守って飼いましょう

た
ま

し
ょ
う
！

■
飼
い
猫
に
は
名
札
を
付
け
ま

■問合先　選挙管理委員会事務局（内線 231）

選挙管理委員会からおしらせ

～公職選挙法の改正により、選挙年齢が「満 18歳以上」に引き下げられています～

　平成 28年度に「城戸保育所」が廃所となっ
たため、次の選挙から「第 42投票所」の場所が、
西吉野支所（１階）に変更されます。間違えな
いように注意してください。

「第 42投票所」の場所が変わります

特別弔慰金

８くらしのメモ



救急医療情報キット

　

国
民
年
金
を
受
け
取
る
た
め
の
５
つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
を

　

受
け
取
る
に
は

国
民
年
金
マ
メ
知
識

　保険料を納めた期間が
　　10年以上必要です　　

ポイント
その１
　納めた期間には、免除や猶予制度を受
けていた期間も含みます。厚生年金に
入っていた期間がある人や、その人に扶
養されている配偶者、または海外に居住
していた人（日本国籍）も含まれます。

　保険料を 40年分納めないと
　　年金額が減額になります　

ポイント
その２
　20 歳～ 60 歳になるまでの 40 年分保
険料を納めていないと、将来受け取る年
金額が少なくなります。

　受給は原則 65歳からですポイント
その３
　年金受け取り年齢の「繰り上げ」「繰
り下げ」が選択できます。

　年金額はポイント
その４
　満額（20 歳～ 60 歳まで 40 年間納め
た場合）の場合は年額 779,300 円（平成
29 年度）受け取れます。

　「任意加入」「付加年金」
　　制度があります　　

ポイント
その５
　保険料を納める期間が 10 年に満たな
い場合や、満額の受け取りに必要な期間
（40 年）が足りない場合、65 歳までの人
なら「任意加入」することができます。
　さらに年金額を増やしたい場合は、「付
加年金」。月額 400 円を加えて納めると
将来の年金額に加算されます。

■問合先　▼大和高田年金事務所　☎0745・22・3531

　　　　　▼市民課年金係　（内線 300・268）

引越しをしたときは

国民年金

消
費
生
活
相
談
窓
口

相
談
事
例

「
民
事
訴
訟
管
理
セ
ン
タ
ー
」

か
ら
の
ハ
ガ
キ

　

「
総
合
消
費
料
金
に
関
す
る
訴
訟

最
終
告
知
の
お
知
ら
せ
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
の
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
。
私
に

未
払
い
金
が
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は

訴
訟
を
起
こ
さ
れ
る
ら
し
い
。
取
り

下
げ
期
日
は
明
日
に
な
っ
て
い
る
。

心
当
た
り
は
な
い
が
、
ど
う
対
処
す

べ
き
だ
ろ
う
か
。

助
言

　

数
年
前
、
同
じ
手
口
の
詐
欺
が
横

行
し
ま
し
た
が
、
春
頃
か
ら
県
内
で

も
多
数
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

「
民
事
訴
訟
管
理
セ
ン
タ
ー
」
は
法

務
省
の
管
轄
で
あ
る
と
名
乗
っ
て
い

ま
す
が
、
全
く
関
係
が
な
い
団
体
で

す
。
過
去
の
未
払
い
が
あ
る
と
思
わ

せ
、
給
与
・
財
産
の
差
し
押
さ
え
を

す
る
な
ど
と
不
安
を
煽
り
ま
す
。
連

絡
す
る
と
、
弁
護
士
紹
介
費
用
や
示

談
金
と
い
っ
た
名
目
で
、
高
額
な
請

求
を
受
け
た
と
い
う
情
報
も
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
代
金
を
支
払
っ
て
し

ま
う
と
、
返
金
は
困
難
に
な
り
ま
す
。

絶
対
に
連
絡
し
な
い
で
、
消
費
生
活

相
談
室
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

消
費
生
活
相
談
窓
口　

（
内
線
３
８
６
）毎
週
月
・
木　

10
時
〜
15
時

架
空
請
求
ハ
ガ
キ
で
す
。

  

連
絡
せ
ず
、無
視
し
ま
し
ょ
う
。

五條市「暮らしの便利帳」

■問合先　企画政策課（内線 303）

　市制 60周年を記念し、五條市は株式会社サイネックス
との協働事業で「暮らしの便利帳」を発行しました。市役
所の窓口や手続方法、公共施設などが掲載されています。

10月１日～ 31日までに、
市内各戸に配付されます。
※ポスティング業者が配付します。10月末を
過ぎて届かない場合は連絡してください。

■住民票の異動の届出
（転出届、転入届、転居届等）

[転入した日から14日以内に]
転出証明書を添えて
転入届を提出

▼市外に転出・市内に転入する場合
[転出前に]
転出届を提出して
転出証明書を受け取る

引越前の
市区町村

引越先の
市区町村

▼市内で転居する場合

[転居した日から14日以内に]
転居届を提出

市役所
市民課

異
動
の
届
出
が
必
要
で
す

■
問
合
先　

市
民
課
（
内
線
２
６
２
、
２
６
３
）

■住民票の異動をする際の
　持ち物

　

住
民
票
の
住
所
の
異
動
届
（
転
出
届
・
転
入
届
・
転

居
届
な
ど
）
は
大
切
な
手
続
で
す
。
届
出
の
際
に
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
・

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
も
、
裏
面
に
新
し
い
住
所
を
印

字
し
ま
す
の
で
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

▼届出人（窓口に来る人）
の本人確認ができる書類

　（運転免許証等）
▼印鑑
▼代理人が届出する場合は
委任状

▼通知カード等
▼転入届の場合は転出証明
書、付記転入の場合はマ
イナンバーカードまたは
住基カード

引
越
し
な
ど
で
住
所
を
変
更
し
た
と
き
は

■届出の流れと持ち物

すすすすす
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カルムのひろば

０歳～
未就園児

※各回活動費として親子で100円必要です。　
■申込・問合先　にじいろ電車代表  岩井
　カルム五條（内線289）
メール　niziirotrain@gmail.com
※初めての参加者は事前に連絡してください。

にじいろ電車
　

大
人
も
子
ど
も
も
ホ
ッ
と
で

き
る
子
育
て
サ
ー
ク
ル
、
に
じ

い
ろ
電
車
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

初
め
て
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。

10/５
（木）

公
園
で
遊
ぼ
う
！

■
場
所　

中
央
公
園

■
時
間　

10
時
30
分
〜

　

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
で

肺
炎
の
予
防
、
重
症
化
防
止
な
ど

の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
希
望

す
る
人
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

■
対
象
者

①
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、

　

85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
100
歳
に

な
る
人

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、

腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
、
H
I

　

V
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障
害
が

あ
る
人

※

対
象
者
に
は
ハ
ガ
キ
で
通
知
し

て
い
ま
す
。

※

過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人

は
対
象
外
で
す
。

※

副
反
応
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※

ひ
臓
を
摘
出
し
た
人
は
健
康
保

険
が
適
用
で
き
ま
す
。

■
自
己
負
担
金　

２
５
０
０
円

※

生
活
保
護
世
帯
は
無
料

■
申
込
・
問
合
先 　

　

カ
ル
ム
五
條　
（
内
線
２
８
９
） 

高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
高
齢
者
の
発
病

予
防
や
、
重
症
化
の
防
止
に
有
効
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
希
望
者
は
次
の
と
お
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

■
対
象
者　

市
内
に
住
民
票
が
あ
り
次
に
該
当
す

る
人

①
接
種
時
満
65
歳
以
上
の
人

②
接
種
時
60
〜
65
歳
未
満
の
人
で
、
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
の
機
能
に
日
常
生
活
が
極
度
に
制
限
さ

れ
る
程
度
の
障
害
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
H
I

　

V
に
よ
り
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程

度
の
障
害
が
あ
る
人

■
接
種
期
間　

12
月
31
日
（
日
）
ま
で

■
自
己
負
担
金　

１
５
０
０
円

※

残
り
の
費
用
は
公
費
で
負
担
し
ま
す
。（
生
活

保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世
帯
は
自
己
負
担
金
が

無
料
に
な
り
ま
す
。）

■
実
施
方
法

▼
市
内
の
か
か
り
つ
け
医
療
機
関
で
申
し
込
み
、

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、

事
前
に
カ
ル
ム
五
條
で
手
続
が
必
要
で
す
。

※

西
吉
野
支
所
で
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

■
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條
（
内
線
２
８
９
）

高
齢
者

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
助
成

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

も
う
受
診
し
ま
し
た
か

 

５
年
に
１
度
の
骨
の
健
康
診
断

　

骨
に
と
っ
て
よ
り
良
い
生
活

習
慣
を
知
る
こ
と
で
、
未
然
に

骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
40
歳
、
45
歳
、

50
歳
、55
歳
、60
歳
、65
歳
の
女
性（
先
着
30
人
）

※

対
象
者
に
は
４
月
下
旬
に
案
内
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

※

平
成
30
年
４
月
１
日
ま
で
に
対
象
年
齢
に
な

る
人
を
含
み
ま
す
。

※

次
の
人
は
検
診
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

▼
妊
娠
中
の
人

　

▼
骨
粗
鬆
症
を
治
療
中
の
人

■
検
査
場
所　

和
歌
山
県
立
医
科
大
学
附
属
病

院
紀
北
分
院　
（
和
歌
山
県
伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ

町
妙
寺
２
１
９
）

■
検
査
方
法　

機
械
を
使
用
し
、
腰
の
骨
と
股

関
節
の
骨
を
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
し
ま
す
。
検

査
時
間
は
約
20
分
で
す
。

■
検
査
時
期　

10
月
・
12
月
の
各
第
２
・
４
水

曜
日

※
詳
し
い
時
間
等
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

■
検
査
費
用　

１
０
０
０
円

■
申
込
・
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條

　
（
内
線
２
９
０
）

。
属
病

10/19
（木）

ハ
ロ
ウ
ィ
ン

パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
よ
う

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
時
間　

10
時
30
分
〜

※

10
月
５
日
、
11
月
２
日
は
現
地

　

集
合
、
雨
天
の
場
合
は
カ
ル
ム

　

五
條
、
現
地
で
昼
食
も
可
能
で

　

す
。
（
各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
）

11/２
（木）

ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
し
よ
う
！

■
場
所　

中
央
公
園

■
時
間　

10
時
30
分
〜

せ
て

10カルムのひろば



カルムのひろば

乳
が
ん
検
診

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

■
対
象
者　

40
歳
以
上
の
女
性

※

た
だ
し
次
の
人
は
受
診
で
き
ま

せ
ん
。①
豊
胸
手
術
を
受
け
た
人

②
授
乳
中
ま
た
は
妊
娠
の
可
能
性

が
あ
る
人
③
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ

ー
を
つ
け
て
い
る
人

■
検
査
方
法　

視
触
診
検
査
お
よ

び
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査

■
時
間　

①
12
時
30
分
〜
13
時　

　
　
　

②
14
時
〜
14
時
30
分

■
費
用

▼
２
方
向
撮
影　

１
３
０
０
円

▼
１
方
向
撮
影　

１
０
０
０
円

子
宮
頸
部
が
ん
検
診

■
対
象
者　

20
歳
以
上
の
女
性

■
時
間　

12
時
30
分
〜
13
時

■
費
用　

１
０
０
０
円

女
性
の
た
め
の

 

が
ん
集
団
検
診

　

検
診
車
に
よ
る
乳
が
ん
検
診
と
、
子
宮
頸
部
が
ん
検
診

を
カ
ル
ム
五
條
で
実
施
し
ま
す
。

乳
が
ん
検
診

（
視
触
診
）　

■
対
象
者　

30
歳
〜
39
歳
ま
で
の

女
性

■
検
査
方
法　

外
科
医
師
に
よ
る

視
触
診
検
査
の
み

■
受
付
時
間　

13
時
30
分
〜
14
時

■
費
用　

３
０
０
円

■
申
込
・
問
合
先

　

カ
ル
ム
五
條
（
内
線
２
９
０
）

※

乳
が
ん
の
み
、
子
宮
頸
部
が
ん
検

診
の
み
の
受
診
も
出
来
ま
す
。

※

平
成
28
年
度
に
市
の
同
種
の
検
診

を
受
診
し
た
人
は
30
年
度
ま
で
受

診
で
き
ま
せ
ん
。

※

70
歳
以
上
の
人
、
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
を
持
っ
て
い
る
人
は
無
料
で
す
。

月 日 
13 日（金）

２月
１月

12 月
11 月
10 月

４日（日）
27 日（土）
８日（金）
７日（火）

乳がん・子宮がん
集団検診日程表　

）

乳がん

大腸がん検診日程表
月 日 曜日 場　所 時　間

カルム五條 ９時～10時
小島町集会所 9時～9時10分
六倉町集会所 9時20分～9時25分
島野町集会所 9時35分～9時45分
南阿田町源龍寺下 9時55分～10時5分
東阿田町集会所 10時15分～10時25分
大阿太公民館前 10時35分～10時45分
カルム五條 ９時～10時
ｴﾙﾍﾞﾀｳﾝ集会所 9時～9時10分
（旧）宇野会館 9時35分～9時45分
宇智公民館 9時55分～10時15分
東田中会館 10時35分～10時55分
カルム五條 ９時～10時
岡口ｺﾐﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 9時～9時10分
越替町集会所 9時20分～9時25分
北山町集会所 9時35分～9時40分
久留野町集会所 9時50分～10時
田園公民館 10時10分～10時30分

7 火 カルム五條 ９時～10時
カルム五條 ９時～10時
須恵公民館 9時～9時10分
新町公民館 9時20分～9時30分
二見公民館 9時40分～10時
畑田町集会所 10時20分～10時30分
大澤町集会所 10時45分～10時50分
田園5丁目集会所 11時～11時10分

31 火10

11

8 水

2 木

1 水

月 日 曜日 場　所 時　間
カルム五條 ９時～10時
南宇智公民館前 9時～9時10分
丹原構造改善ｾﾝﾀｰ前 9時20分～9時30分
樫辻集会所 9時45分～9時50分
カルム五條 ９時～10時
大津町集会所 9時～9時10分
田殿町集会所 9時30分～9時40分
相谷町集会所 9時55分～10時5分
カルム五條 ９時～11時
北宇智公民館 9時～10時
住川会館 10時40分～11時
原町集会所 11時30分～11時50分
カルム五條 ９時～11時
阪合部文化会館 9時～10時
火打町集会所 10時40分～11時
山陰町集会所 11時30分～11時50分
カルム五條 ９時～11時
市民会館 9時～10時
人権総合ｾﾝﾀｰ 10時40分～11時
カルム五條 11時20分～11時30分

28 火 カルム五條 ９時～11時
カルム五條 ９時～11時
田園公民館 9時～10時
牧野公民館 10時40分～11時
五條市役所 11時30分～11時50分
カルム五條 9時～10時
宇智公民館 9時～10時
二見公民館 11時～11時30分

24 金

10 金

21 火

11

12 1

9 木

水

金

27 月

29

大腸がん集団検診

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
40

歳
以
上
の
人

※

平
成
30
年
４
月
１
日
ま
で
に
40

歳
に
な
る
人
を
含
む

※

今
年
度
大
腸
が
ん
検
診
を
受
け

た
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

■
費
用　

２
０
０
円

※

70
歳
以
上
の
人
は
無
料

■
申
込
方
法　

検
診
日
の
10
日
前

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込･

問
合
先　

カ
ル
ム
五
條

（
内
線
２
９
０
）

　大腸がんは、早期発見・早期治療が大事です。
検診は２日分の便を採って、検診日に持ってくる
だけの簡単な検査です。この機会にぜひ受診して
ください。

五條  がん検診

QRコード

昼
間
に
電
話
す
る
時
間
が

  

な
い
人
は
ネ
ッ
ト
予
約
！

ネットでいつでも
　かんたん予約！
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紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
し
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！

（
５
歳
ま
で
の
児
童
と
保
護
者
）

■
日
時　

毎
週
火
・
木
曜
日

　

13
時
〜
13
時
30
分

お
は
な
し
広
場

毎週
火・木 み

ん
な
で
遊
ぼ
う
！

  
五
條
児
童
館

　

毎
月
１
回
、
児
童
館
で
お
子
さ

ん
の
身
長
、体
重
を
計
測
し
ま
す
。

■
日
時　

第
１
月
曜
日

　

９
時
〜
17
時
（
い
つ
で
も
）

お
お
き
く
な
っ
て
ね
！

成
長
の
記
録
を
残
そ
う

本
や
お
話
に
親
し
も
う

　

五
條
児
童
館
は
、
市
内
に
在
住

す
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
が

自
由
に
過
ご
せ
る
施
設
で
す
。
友

だ
ち
と
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
読

書
や
宿
題
を
し
た
り
、
楽
し
く
過

ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
児
童
館

☎
２
２
・
２
２
２
８

ぴよぴよの広場　

毎週火曜10時～11時
（H28.4/2生～H29.4/1生で

　　　　生後６か月～対象 )

０歳児
　対象

バンビの広場　

毎週水曜10時～11時
（H27.4/2～H28.4/1生対象）

１歳児
対象

おたまじゃくしの広場　

毎週木曜10時～11時
（H26.4/2～H27.4/1生対象）

２歳児
 対象

第 1
月曜日

１歳～
　５歳毎

週
月
・
金
曜
日

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

（
カ
ル
ム
五
條
で
開
催
・
申
込
不
要
）

（
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
開
館
）

つどいの広場

五
條
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

11/１
（水）

は
っ
ぴ
ぃ

オ
ー
プ
ン
し
ま
す

■
問
合
先　

児
童
福
祉
課（
内
線
３
４
８
）

　

イ
オ
ン
五
條
店
２
階
に
、
乳
児

や
幼
児
お
よ
び
そ
の
保
護
者
が
相

互
の
交
流
を
行
う
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

では、次の事業を実施します
子育て支援センター

はっぴぃ
■一時預かり事業（有料）

　保護者の勤務形態等により家庭に

おける育児が一時的に困難となった

場合や、保護者の傷病・入院、育児
疲れ解消等の理由その他

の事由により、乳幼児の

保育が必要なときに一時

預かりします。

■実施日　　月～土曜日

■対象者　満１歳以上小学校就学前
　　　　　の乳幼児

■実施時間　8時 30分～
　　　　　　　　　16時 30分

（祝日・年末年始は除く）

※利用するには事前登録が必要です。

■地域子育て支援拠点事業

　子育てに関する相談および親子

の交流・遊びの場の提供、子育て

■実施日　　火～土曜日

■対象者　小学校就学前の乳幼児
　　　　　およびその保護者

■実施時間
①子育て相談　10時～
　　　　　　　　　18時 30分

（祝日・年末年始は除く）

に関する情報の収

集・提供を行います。

②親子の交流・遊び場　10時～ 16時

（受付 18時まで）

※

詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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■各幼稚園の概要

平
成
30
年
度

五
條
市
立
五
條
幼
稚
園
・
西
吉
野
幼
稚
園
の

園
児
を
募
集
し
ま
す

　

五
條
幼
稚
園
・
西
吉
野
幼
稚
園

で
は
、
幼
児
期
の
望
ま
し
い
心
と

体
の
発
達
の
た
め
、「
遊
び
」
を

通
し
て
、
様
々
な
力
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
他
者

と
の
関
わ
り
の
中
で
、
助
け
合
う

心
、
思
い
や
り
、
探
究
心
な
ど
た

く
ま
し
い
心
身
を
育
み
、
一
人
一

人
の
可
能
性
を
伸
ば
す
教
育
を
行

っ
て
い
ま
す
。

■
願
書
受
付
日

　

10
月
16
日
（
月
）・
17
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

■
申
込
方
法　

入
園
を
希
望
す
る

幼
稚
園
へ
①
入
園
願
書
と
②
支

給
認
定
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※

受
付
日
に
手
続
き
で
き
な
い
場

合
は
、
各
幼
稚
園
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

■入園対象児

３３年保育  年年少児  

２２年保育   年年中児   

１１年保育  年年長児    
 

 

 

 

保育時間

預かり保育

未就園児
保育

▽３歳児⇒14時50分まで
　３歳児のみ昼寝の時間があります
　４歳児⇒14時55分まで
　５歳児⇒15時まで
▽給食は月曜日から金曜日まで毎日
▽学校５日制により土曜日は休業日

▽全学年14時まで
▽給食は月曜日から金曜日まで毎日
▽学校５日制により土曜日は休業日

▽15時30分まで預かります
▽３歳児のみ昼寝の時間があります
▽夏休み前半までプール指導があり
　ます

▽16時まで預かります
▽全園児　昼寝の時間があります
　※５歳児は、10月31日まで
▽費用はおやつ代のみです
▽夏休み前半までプール指導があり
　ます

▽次年度入園予定の幼児を対象に
　「こあら教室」を行っています。子育
　て相談やお母さん同士のふれあい
　の場もあります
▽費用はおやつ代のみです

▽次年度入園予定の幼児を対象に
　「ひよこ教室」を行っています。子
　育て相談やお母さん同士のふれ
　あいの場もあります
▽費用はおやつ代のみです

五條幼稚園 西吉野幼稚園

平成26年４月２日～
　平成27年４月１日までに生まれた幼児

平成24年４月２日～
　平成25年４月１日までに生まれた幼児

平成25年４月２日～
　平成26年４月１日までに生まれた幼児

■
自
由
参
観
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
16
日
（
月
）・
17
日
（
火
）

の
入
園
願
書
受
付
日
に
各
園
の

幼
稚
園
児
の
活
動
や
保
育
内
容

を
自
由
に
参
観
で
き
ま
す
。

※
こ
の
日
以
外
で
も
見
学
の
相
談

に
応
じ
ま
す
の
で
、
各
園
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
保
育
料
等
に
つ
い
て
は
、
各
幼

稚
園
、
教
育
総
務
課
ま
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先

　

▼
五
條
幼
稚
園

　

☎
２
２
・
２
２
５
０

　

▼
西
吉
野
幼
稚
園

　

☎
３
２
・
０
０
２
３

　

▼
教
育
総
務
課

　
　
（
内
線
８
２
３
）
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こそだてひろば
■
入
所
申
請
受
付
日

　

10
月
16 
日
（
月
）
〜
17
日
（
火
）

９
時
〜
18
時
30
分

※

こ
の
日
に
申
請
で
き
な
い
場
合

は
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先　

受
付
日
に
第
１
希
望

の
保
育
所
（
園
）
ま
た
は
児
童

福
祉
課
で
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※

印
鑑
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
書
類
の
配
付

※

10
月
２
日
（
月
）
か
ら
各
保
育

所
（
園
）
ま
た
は
児
童
福
祉
課

で
配
付
し
ま
す
。
ま
た
、
受
付

日
当
日
の
み
申
請
書
を
受
け
取

り
、
そ
の
場
で
記
入
し
て
提
出

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※

入
所
の
決
定
は
、
先
着
順
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
提
出
書
類
と
期
限

①
支
給
認
定
申
請
書
兼
施
設
利
用

申
込
書

⬇
入
所
申
込
受
付
日
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

②
保
育
の
実
施
理
由
証
明
書
・
申

告
書

⬇
勤
務
先
等
で
証
明
が
必
要
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
10

月
31
日
（
火
）
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

▼
各
保
育
所
（
園
）

▼
児
童
福
祉
課　
（
内
線
３
５
９
）

市
立
・
私
立
保
育
所
（
園
）
の

　

入
所
者
を
募
集
し
ま
す

■市内保育所（園）一覧

（※） 延長時間を含む。土曜日の保育時間については各保育所（園）に問い合わせてください。
▼入所希望者が定員を超えた場合は、「保育利用調整基準」により、優先度の高い児童から入所（園）を
決定します。
▼保育料については、市民税所得割課税額の区分により設定されており、別途給食費、各保育所（園）
が定める費用が必要となります。

１　募集人数は今後の入退所状況により変更になる場合があります。
２　表中の×は、定員に達しているため募集はありません。
※ちべん保育園の若干名については、直接園に問い合わせてください。

下記の保育所（園）は年齢別の募集定員を設けています。
保育所名  ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 

宇智野保育所  ５人程度 ６人程度 ７ 人程度 ８人程度 ２人程度 

ちべん保育園  ×  × ４人程度 

なかよし保育園  ３人程度 ４人程度 ４人程度 ４人程度 × × 

 

保育所名 所在地 電話番号 受入年齢 開所時間（※） 

市 
立 

五條保育所 五條3丁目2－44 ☎22・2184 １～５歳 7:30～19:00 
宇智野保育所 今井3丁目3－20 ☎22・3157 7:30～19:00 
北宇智保育所 近内町731 ☎22・1110 7:30～19:00 
南宇智保育所 霊安寺町1833 ☎22・2318 7:30～19:00 
阪合部保育所 中町315－1 ☎22・5116 7:30～19:00 
牧野保育所 中之町808－1 ☎22・5085 7:30～19:00 
岡保育所 岡町491 ☎22・4194 7:30～19:00 

私 
立 
ちべん保育園 野原西2丁目8－8 ☎22・3845 7:30～19:00 
なかよし保育園 岡町767－1 ☎24・4115 7:30～19:30 

７か月～５歳 
１～５歳 
１～５歳 
３～５歳 
１～５歳 
１～５歳 

７か月～５歳 
６か月～５歳 

平
成
30
年
度

　

平
成
30
年
４
月
に
、
市
立
保
育
所
ま
た
は
私
立
保
育
園
（
以
下
「
各
保
育

所
（
園
）」）
に
新
し
く
入
所
を
希
望
す
る
子
ど
も
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

希
望
す
る
人
は
次
の
と
お
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

牧野保育所  12人程度 ３ 人程度 10人程度 ５人程度 

若干名※  若干名※  

× 

× 

３人程度 

■募集人数

住み慣れた地域で
自分らしく暮らし続けられるまちを目指す！

14こそだてひろば・地域包括ケアシステム



地域包括ケアシステム

■担当課　介護福祉課　長寿係・介護保険係
　　　　　　　　　　　地域包括支援センター
　　　　　　　　　　　西吉野・大塔在宅介護支援センター

住み慣れた地域で住み慣れた地域で
自分らしく暮らし続けられるまちを目指す！自分らしく暮らし続けられるまちを目指す！
住み慣れた地域で
自分らしく暮らし続けられるまちを目指す！

平成29年度第１回
地域ケア会議を開催しました！　平成 29年度 第１回地域ケア会議では、これまで

の地域ケア会議で多くの意見が寄せられた認知症の
問題について、意見交換を行いました。市内６圏域か
ら、次のような意見がありました。

　 市全域をカバーする全体版地域ケア会
議では、市が提示した取組方針（案）につ
いて、認知症であることを本人や家族が周
囲に打ち明け、相談できる環境づくりと、
関係機関と協働し、優先順位をつけて着実
に取り組むことが重要であることが確認さ
れました。

　市では、高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けることができるよう、切れ目のない支援を行うため『地
域包括ケアシステム』の構築を目指しています。その実現に向けて、自治連合会等の住民代表の皆さん、
関係団体の皆さんの参加を得て、高齢者を取り巻く地域課題の解決に向けた関係者間のネットワーク構
築と、具体的な解決に向けた地域づくりなどを話し合う「地域ケア会議」を開催しています。地域ケア
会議には、中学校区を単位とする６圏域別の会議と、市全体をカバーする会議があります。

地域ケア会議とは

■問合先　介護福祉課（内線 292・249）

　市では、〝認知症であってもなくても、誰もが暮らし続けられるまち” を目指し、認知症
への正しい理解を持ってもらうための啓発活動を進めています。平成 30年度にかけて、自
治連合会の協力を得ながら、各地域で認知症の勉強会（認知症サポーター養成講座）を開催
する予定です。近くで開催された場合には、ぜひ参加してください。
　今後も、地域の皆さん、認知症の人の家族介護者、介護サービス事業者等の意見を踏まえ
ながら、認知症施策の検討を進めていきます。

今後の取組について

理解を育む・予防する
■正しい理解を育む機会が必要
▼家族が認知症であることを隠

す傾向が強く、問題を抱え込
みがち

▼子どもを通した、親世代の意
識啓発も考えられる

■交流による予防が重要
▼地域で集まることが健康づく

りや認知症予防につながる

早期相談・早期対応
■早期相談の機会づくりが必要
▼今は、家族では支えきれない状

態になって、問題が表面化して
いる

▼高齢者と話す機会づくりが必要
▼プライバシー問題の整理が必要

■早期対応の仕組みづくりが必要
▼情報をかかりつけ医や行政等へ

つなぐための仕組みが必要

その他
■認知症による徘徊への対応が

必要
▼名札等で本人が分かるものを身

に付けてはどうか
▼ある程度、自由に外出できる環

境（地域）づくりも必要

■社会とのつながりづくりが必要
▼家族の精神的なケアが必要

検討テーマ 『認知症にやさしい地域づくり』

15 Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１
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第 101 回

はじ
めま
して
、　

スー
ミン
・シ
ュで
す

 My name is Siming Hsu, and I am the 
new ALT who will be working here in Gojo City! 
From what I have seen of the city so far, it is a 
very lovely place, and everyone has been very 
kind and supportive.

 A little about myself: I am from the state 
of New Jersey in America. New Jersey is very 
close to New York City, and is on the east coast. 
In New Jersey, I grew up in a small town called 
Marlboro. My town was very close to New York, 
so I would go to visit often.

 I’m twenty two years old, and I went to 
Rutgers University where I majored in Political 
Science and History. I just graduated this past 
May. My parents are both Chinese, but they 
moved to America when they were in their 
twenties, so I was born in America and lived there 
my whole life. That is to say, until I moved to 
Gojo City here in Nara, Japan.

 My hobbies are reading, cooking, and 
travelling. I hope to explore many of the beautiful 
and culturally rich locations that Japan has to 
offer.

　スーミン・シュと申します。五條市で勤めさせて
頂くことになった新しいALTです！私は五條市に来
てから、五條市はとても素敵なところだと感じてい
ます。皆さん、とても親切で優しく接して下さって
います。

　少し私自身のことをお話しします。私は、アメリ
カのニュージャージー州（New Jersey）出身です。
ニュージャージーはニューヨーク市（New York 
City）に近い、（アメリカの）東海岸にあります。
私は、ニュージャージー州のマルボロ（Marlboro）
という小さな町で育ちました。私の町はとてもニュ
ーヨークに近いので、よくそこを訪れたものです。

　私は、22歳です。ラトガース大学（Rutgers 
University）で学び、政治学と歴史を専攻していまし
た。この五月に卒業したばかりです。両親は中国人
ですが、両親は20代でアメリカに移り住みました。
だから、私はアメリカ生まれの、アメリカ育ちです。
つまりこれが、私が日本の奈良県五條市に来るまで
の生い立ちです。

　趣味は読書と料理と旅行です。これから、日本お
すすめの美しい場所や文化的に豊かな場所を探索し
ていきたいと思っています。

New Beginnings in Gojo 「五條での新しい出発」

“that is to say”
「すなわち、つまり、言い換えれば、正確に言うと」この表現は、述べたこと
をより明確にしたり、それに説明を付け加えたりするときに使います。この
後に新しい情報が加わり、先に述べたことがよりわかりやすくなります。

図書館

図書館HP
蔵書検索

図
書
館
だ
よ
り

お
知
ら
せ

■
問
合
先　

市
立
図
書
館

☎
２
２
・
４
１
３
３
（
水
曜
休
館
）

新
刊
本
棚

10 月

　

真
珠
湾
攻
撃
の
3
年
前
、
大

西
瀧
治
郎
は
、
山
本
五
十
六
の

立
ち
会
い
の
も
と
、
海
軍
省
内

で
水
を
ガ
ソ
リ
ン
に
変
え
る
と

い
う
実
験
を
さ
せ
る
。
戦
争
・

石
油
・
日
本
人
を
め
ぐ
る
数
奇

な
歴
史
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。

西
村
佑
子
／
著

静
山
社

山
本
一
生
／
著　

文
藝
春
秋

　

不
思
議
な
生
物
「
ハ
テ
ナ

ン
」
と
好
奇
心
旺
盛
な
小
学

生
・
ア
ミ
が
株
・
税
金
・
景

気
・
イ
ン
フ
レ
＆
デ
フ
レ
な

ど
、
経
済
の
し
く
み
を
わ
か

り
や
す
く
紹
介
。

Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｄ
Ｅ
夢
ム
ッ
ク

河
出
書
房
新
社

沼
田
真
佑
著
／
著　

文
藝
春
秋

マンガでわかる！マンガでわかる！
10歳からの「経済」のしくみ 10歳からの「経済」のしくみ 

寄
藤
文
平
／
著　

化
学
同
人

影裏影裏 水を石油に変える人水を石油に変える人

魔女学校の魔女学校の
教科書教科書

「
子
ど
も
と
経
済
」
研
究
会
／
著　

メ
イ
ツ
出
版

岡
田
晴
恵
／
監
修

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー

新

図
書
館
司
書

　

お
ス
ス
メ

お
と
な
の
本

こ
ど
も
の
本

からだの免疫からだの免疫
キャラクター図鑑キャラクター図鑑もいもいもいもい

市
原　

淳
／
作

デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
ー
・
ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ワ
ン

かこさとしかこさとし
人と地球の人と地球の
不思議とともに不思議とともに

元素生活元素生活

五
條
市
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
１
７
に
あ
わ
せ

『
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
』

を
開
催
し
ま
す

　

寄
贈
さ
れ
た
図
書
や
、

保
存
期
限
が
切
れ
た
雑
誌

を
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

■
日
時　

11
月
３
日
（
金
）

〜
５
日
（
日
）

　

９
時
〜
16
時

※

本
が
な
く
な
り
次
第
終
了

■
場
所　

五
條
小
学
校
体
育
館

■
問
合
先　

生
涯
学
習
課

　

（
内
線
８
２
５
）

すーくん
五條市立
図書館
c

“that is to say’’
“That is to say” is a phrase used to further clarify or explain something 
you have just said. It usually introduces new information that will help 
add more understanding or clarification to your original point.

（
内
線

）

え
ほ
ん
の
と
び
ら

　

10
月
14
日
（
土
）

 

　

10
時
30
分
〜

お
は
な
し
会

　

10
月
22
日
（
日
）

 

　

10
時
30
分
〜

　

読
み
聞
か
せ
や
パ
ネ

ル
を
使
っ
た
楽
し
い
お

は
な
し
会
で
す
。

マンガでわかる！
10歳からの「経済」のしくみ 

影裏 水を石油に変える人

魔女学校の
教科書

からだの免疫
キャラクター図鑑もいもい

かこさとし
人と地球の
不思議とともに

元素生活

16国際交流・図書館



入社２年目西本正人

20代～ 60 代まで幅広く、年代に応じて仕事ができる会社です。
高齢化が進む中、省力化に力を入れ、少しでも社員が体に負担無く
働ける環境を創ってくれている会社です。

　私達の会社は車両台数７台から始まり、

目標とした地域ナンバー1の台数を達成しました！
　今後もベストラインは「社員とご家族様が誇れる運

送会社を皆で創る」をコンセプトに頑張っていきたいと
思います。

五條市の元気な企業と従業員 FILE.028  株式会社ベストライン
このコーナーでは市内の企業と、そこで働く若者を紹介。市内での就職を促進し、元気なまちづくりをめざします。

株式会社ベストライン
（住川町１３０８）

☎０７４７・２３・５０８
５

■問合先 企業観光戦略課（内線 215）

月曜休館（月曜が祝日の場合は翌日）　入館料（大人300円、小人200円）　■藤岡家住宅☎22・4013（近内町526）
　
　

年
10
月
に
は
、
五
條
市
霊
安
寺
町
の
御
霊
神

社
を
本
宮
と
す
る
各
地
域
の
御
霊
神
社
で
、
秋
祭

り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
御
霊
神
社
の
ご
祭
神
は
聖

武
天
皇
の
皇
女
で
光
仁
天
皇
の
皇
后
で
あ
っ
た
井

上
内
親
王
で
す
。

　
　

亀
３
年
（
７
７
２
年
）
井
上
内
親
王
は
、
光

仁
天
皇
の
死
を
祈
ら
せ
た
と
い
う
罪
を
で
っ
ち
あ

げ
ら
れ
て
皇
后
を
廃
さ
れ
、
宝
亀
４
年
（
７
７
３

年
）
に
は
、
光
仁
天
皇
の
姉
を
呪
っ
て
死
に
至
ら

し
め
た
と
い
う
罪
を
重
ね
ら
れ
て
、
大
和
の
国
宇

智
郡
（
現
在
の
五
條
市
）
の
没
官
の
館
に
幽
閉
さ

れ
、
宝
亀
６
年
（
７
７
５
年
）
に
亡
く
な
り
ま
し

た
。
政
権
が
入
れ
替
わ
る
時
期
の
争
い
に
巻
き
込

ま
れ
た
悲
劇
の
女
性
で
、
そ
の
お
心
を
慰
め
る
た

め
に
、
五
條
で
は
各
御
霊
神
社
で
、
長
い
年
月
、

祭
礼
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
　

年
、
内
親
王
の
生
誕
１
３
０
０
年
を
記
念
し

て
皆
で
そ
の
生
涯
を
振
り
返
ろ
う
と
い
う
意
見
が

持
ち
上
が
っ
て
い
る
の
も
、
そ
こ
に
土
地
の
祈
り

の
歴
史
が
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
内
親
王
の
夫
光

仁
天
皇
は
、
内
親
王
を
都
か
ら
追
い
や
っ
た
人
物

と
し
て
、
あ
ま
り
良
い
印
象
を
も
た
れ
て
い
な
い

か
と
思
い
ま
す
が
、
明
治
44
年
発
行
の
中
学
校
歴

史
教
科
書
を
見
ま
す
と
、
少
し
違
っ
た
史
観
が
読

み
取
れ
ま
す
の
で
、
引
用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

見取り図案内其の一〇五

マンガでわかる！
10歳からの「経済」のしくみ 

影裏 水を石油に変える人

魔女学校の
教科書

からだの免疫
キャラクター図鑑もいもい

かこさとし
人と地球の
不思議とともに

元素生活

Nishomoto Masato

「井上内親王生誕 1300 年記念展示」

第
「

宝

光仁天皇、井上内親王について書かれ
た「日本政記」巻五　頼山陽著
（江戸時代後期）

会社概要
内容　一般貨物自動車運送事業と物流に付随する製造業
BtoB を中心に 24時間対応可能なIT 配車システムを独自で構築、関
東から九州まで大型車両をメインに幹線輸送を行っています。また、
ラッピング車両を導入し、企業や自治体のPRを行っています。
代表者　代表取締役　辰己千里
創業年月日　平成９年 12月（創業 16年目）
従業員　160 人

◎展示・イベント案内　
▼「井上内親王生誕1300年」展
　12月22日（金）まで
▼10 月21 日（土）
　ウクレレHOOKコンサート

　
　

46
代
孝
謙
天
皇
、
仏
教
を
信
じ
た
ま
う
こ
と

前
代
に
お
と
ら
ず
、
藤
原
不
比
等
の
孫
仲
麻
呂
を

信
任
し
、
・
・
・
第
49
代
光
仁
天
皇
に
至
る
間
、

唐
と
の
交
通
、
仏
教
の
隆
盛
、
学
問
・
美
術
・
工

芸
の
進
歩
な
ど
に
つ
き
て
、
大
い
に
注
目
す
べ
き

時
な
り
。
さ
れ
ど
、
仏
教
の
興
隆
に
と
も
な
い
、

僧
侶
、
勢
い
を
得
、
つ
い
に
は
道
鏡
の
ご
と
き
無

道
の
も
の
を
出
す
に
至
り
し
の
み
な
ら
ず
、
聖
武

天
皇
以
来
、
寺
塔
、
仏
像
の
造
営
、
し
き
り
に
起

こ
り
、
仏
事
も
繁
く
行
わ
れ
、
衣
服
、
調
度
、
多

く
に
は
唐
風
に
な
ら
い
て
、
華
美
に
流
れ
し
か
ば
、

費
途
多
端
（
使
い
道
が
多
い
こ
と
）
に
し
て
、
民

の
負
担
過
重
に
失
し
、
政
治
も
乱
れ
て
、
ゆ
き
と

ど
か
ず
、
国
内
、
す
こ
ぶ
る
疲
弊
し
た
り
。
（
以

下
略
）
・
・
・

　
　

書
に
は
続
い
て
、
光
仁
天
皇
は
、
政
治
に
君

臨
し
て
い
た
僧
、
道
鏡
を
下
野
に
追
い
や
り
、
薬

師
寺
別
当
に
し
、
道
鏡
に
よ
っ
て
大
隅
に
流
さ
れ

て
い
た
和
気
清
麻
呂
を
召
し
還
し
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
視
点
か
ら
井
上
内
親
王
の
事

件
を
眺
め
る
な
ら
、
光
仁
天
皇
は
外
交
や
、
政
治

の
乱
れ
で
荒
れ
て
い
た
都
か
ら
井
上
内
親
王
を
出

し
、
政
変
に
よ
る
悲
劇
か
ら
救
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
も
読
め
ま
す
。

　
　

條
市
小
島
町
、
栄
山
寺
の
近
く
に
あ
る
宇
智

川
磨
崖
碑
は
、
宝
亀
９
年
（
７
７
８
年
）
に
建
立

さ
れ
ま
し
た
。
藤
原
武
智
麻
呂
、
次
男
仲
麻
呂
ら

の
築
い
た
栄
山
寺
の
繁
栄
を
背
景
に
入
内
し
、
時

代
の
流
れ
に
従
っ
て
ま
た
栄
山
寺
の
土
地
に
戻
っ

て
き
た
井
上
内
親
王
の
、
記
念
碑
の
よ
う
に
も
感

じ
ら
れ
ま
す
。　（

文
）
館
長
・
学
芸
員　

川
村 

優
理

本

同五

毎

わ
け
の　

き
よ   

ま    

ろ

し
も
つ
け

お
お
す
み

ふ
じ
わ
ら
の 

む    

ち    

ま    

ろ

な
か   

ま   

ろ

ふ
じ
わ
ら
の 

ふ　

ひ　

と
ど
う
き
ょ
う

し
げ

ひ　

と　

た　

た
ん

な
が

ま　

が
い 

ひ

ぼ
っ
か
ん
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■問合先　五條消防署　☎２２・３３１０消防トピックス消防トピックス消防トピックス

切り取って保管しましょう

南
朝
・
天
誅
組
ゆ
か
り
の
地

　

歴
史
と
ロ
マ
ン
が
薫
る
文
化
の
宴

箏

山
や
川
で
の
事
故
に
備
え
て

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
話
題
と
な
り
、

全
国
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
る
吉
野
川

や
大
峰
奥
駆
道
で
は
、
遭
難
事
故
が
毎

年
の
よ
う
に
発
生
し
て
い
ま
す
。　

そ
の
対
応
と
し
て
、
関
係
機
関
が
連

携
し
活
動
す
る
た
め
、
同
地
域
を
管
轄

す
る
４
つ
の
消
防
署
と
、
五
條
市
消
防

団
・
五
條
警
察
署
も
参
加
し
て
訓
練
を

行
い
、事
故
の
発
生
に
備
え
て
い
ま
す
。

山
火
事
に
注
意
！

　

山
火
事
は
秋
と
春
に
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
火
事
の
中
で
最
も

被
害
面
積
が
大
き
い
の
が
山
火
事

で
す
。

林野火災の出火原因別件数
（平成 27年度中）

合計
1,106 件

たき火
293 件
26.3％

火入れ
174 件
15.7％

たばこ
70件
6.3％

火遊び
31件
2.8％

その他
438 件
39.7％

放火（疑いも含む）
100件
9.0％

山火事防止のため注意するポイント
■枯草などのある火事が起こりやすい場所ではた
き火をしない。

■喫煙は指定された場所で行う。

■強風注意報や乾燥注意報が発表されている時
は、火気の使用を控える。

■火を使用する場合は、消火の準備をしておく。

■屋外で火を使う場合は指定された場所で行い、
火から離れるときには、必ず火を消す。

一人ひとりが注意して山火事を防ぎましょう！

PA 連携出動とは…
　救急車と消防車が同時に出動することです。
救急隊員だけでは対応が困難と思われる場合には、救
急車と消防車を同時に出動させ、現地で迅速に連携し
た救急活動を行うものです。

　

火
災
の
場
合
は
、『
ウ
ー
ー
ー
』

と
い
う
サ
イ
レ
ン
の
音
と
『
カ
ン
カ

ン
カ
ン
』
と
い
う
鐘
の
音
を
鳴
ら
し

て
い
ま
す
が
、
P
A
連
携
出
動
の
場

合
は
、『
ウ
ー
ー
ー
』
と
い
う
サ
イ

レ
ン
の
音
の
み
に
な
り
ま
す
。

　「階段・通路などが
狭く搬送が難しい」
「多くの機材が必要」
などに出動します。

※火災等の問い合わせは
　災害案内ダイヤル
　☎0180・99・7552 まで
※自動音声で案内します。
※一部電話からは利用できない場合があります。

　消防車が救急車と一緒
に来てびっくりするかも
しれませんが、一人でも
多く命を救うためにご理
解をお願いします。

９時〜 16 時 急病患者の応急処置 応急を要する
内科・小児科
の軽易な診療

 

 

五條市応急診療所
☎２４・００９９ 

野原西 5丁目 2－59

土・日・祝日夜間
※受付21時30分まで

１８時～２２時

※４月１日から五條病院内に
　移転しています。電話番号・
　診療時間に変更はありません。

■問合先
　カルム五條
　( 内線２９０)

※保険証を持参してください。
※担当医の専門性や患者の年齢、症状により、二
次救急医療機関の診療をお勧めする場合があ
ります。受診前に電話で確認してください。
※マスクを着用してお越しください。

 

 

☎0744・22・9683 

橿原市畝傍町９－１
毎日夜間・深夜

橿原市休日夜間応急診療所

応急を要する

小児科の診療

21時30分～６時

10⽉・11⽉ 休⽇の救急診療・在宅当番医

   １１月３日（金・祝） ５日（日） １２日（日） １９日（日）

２３日（木・祝）

中之町１６１７－１
田畑医院

☎２５・１２１１

五條３丁目２－２０
中西クリニック
☎２５・２７６０

窪町１２６－１
前防医院

☎２２・２０７２

今井２丁目２－１２
岩井内科

☎２６・１２１２

須恵２丁目６－２１
足立医院

☎２５・３９３９

２６日（日）

岡口１丁目２－２２
右馬医院

☎２２・２２８１

   １０月１日（日） ８日（日） ９日（月・祝） １５日（日）

２２日（日）

窪町１２６－１
前防医院

☎２２・２０７２

新町２丁目３－８
槇野医院

☎２２・２００４

五條 1丁目７－５
辻田クリニック
☎２５・４１４５

今井４丁目１－１６
ひらい内科ｸﾘﾆｯｸ
☎２５・５５２５

二見４丁目２－４
寒川医院

☎２２・２１２０

２９日（日）

本町１丁目７－２３
後藤医院

☎２２・２６９５

中央公民館
市民会館五

條
中
学
校
体
育
館

五
條
小
学
校
体
育
館

瀨

染色家 吉岡幸雄氏 尾野真千子さん

河瀨直美監督
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消防トピックス
第
32
回
国
民
文
化
祭
な
ら
２
０
１
７

第
17
回
全
国
障
害
者
芸
術
文
化
祭
な
ら
大
会

五
條
市
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７

（
第
46
回
五
條
市
文
化
祭
）

■問合先　生涯学習課（内線 818・825）

※11月４日・５日のプログラムは広報五條 11月
号に掲載予定です。

※満席の場合は入場を制限する場合があります。
※五條中学校会場には車いす利用者用の席を設け
ています。（席数には限りがあります。）

※駐車場には限りがありますので、なるべく乗り
合わせて来場してください。

　

国
文
祭
・
障
文
祭
の
分
野
別

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
事
業
と
し
て
、

映
画
上
映
・
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
・
講

演
会
等
の
「
五
條
市
文
化
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７
」
を
開
催
し

ま
す
。
ま
た
、
第
46
回
五
條
市
文

化
祭
を
同
時
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

11
月
３
日
（
金
）
９
時
〜
16
時

30
分

　

11
月
４
日
（
土
）
９
時
〜
16
時

　

11
月
５
日
（
日
）
９
時
〜
15
時

30
分

第
32
回
国
民
文
化
祭
・
な
ら
２
０
１
７

第
17
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
な
ら
大
会

■
日
時
　

10
月
22
日
（
日
）

　

10
時
～
15
時

■
会
場
　

賀
名
生
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館

周
辺
（
西
吉
野
町
賀
名
生
５
番
）

■
参
加
費　

無
料

■
駐
車
場　

賀
名
生
体
育
館
前
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
約
１
０
０
台
（
無
料
）

※

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な
る

べ
く
乗
り
合
わ
せ
て
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
　

生
涯
学
習
課（
内
線
８
２
５
）

　

国
民
文
化
祭
分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

五
條
市
で
行
わ
れ
ま
す
。
文
化
に
ふ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
ジ
ビ
エ
汁
・
柿
等
の
ふ
る

ま
い
も
あ
り
ま
す
。

内線 818・825）

。

第
32
回
国
民
文
化
祭
・
な
ら
２
０
１
７

国
民
文
化
祭
分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

五
條
市
で
行
わ
れ
ま
す
。
文
化
に
ふ
れ
る
イ

第
117
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
な
ら
大
会

南
朝
・
天
誅
組
ゆ
か
り
の
地

　

歴
史
と
ロ
マ
ン
が
薫
る
文
化
の
宴

南
朝
・
天
誅
組
ゆ
か
り
の
地

南
朝
・
天
誅
組
ゆ
か
り
の
地

　

歴
史
と
ロ
マ
ン
が
薫
る
文
化
の
宴

　

歴
史
と
ロ
マ
ン
が
薫
る
文
化
の
宴

スタンプラリーを開催！
①賀名生の里歴史民俗資料館
お茶席（11 時～ 14 時）
箏・尺八演奏（①10 時 30 分～②13 時～）
柿渋染め工作体験（10時 30 分～）
②北畠親房公墓（パネル展示）
③堀家住宅
（国指定重要文化財見学）

⑤柿博物館（見学）

④賀名生体育館
落語会（桂雀太さんほか）
（①11 時②13 時 30 分開演）

スタンプの数だけ柿をプレゼント

南
朝
・
天
誅
組
ゆ
か
り
の
地

　

歴
史
と
ロ
マ
ン
が
薫
る
文
化
の
宴

※記念品の数には限りがあります。
※①～④は徒歩で、⑤は車で巡ってください。

24

310

168

JR
和歌

山線

本陣

本町一丁目

中央公民館中央公民館
市民会館市民会館

五
條
市
役
所

五
條
中
学
校
体
育
館

五
條
中
学
校
体
育
館

五
條
小
学
校
体
育
館

五
條
小
学
校
体
育
館

至 

御
所
市 

至 

橋
本
市 

至 

京
奈

和
自

動
車

道

中央公民館
市民会館五

條
中
学
校
体
育
館

五
條
小
学
校
体
育
館

至 十津川村
吉野川

160台

50台

60台

120台

30台

車椅子利用者用

■
場
所

▼
五
條
中
学
校
体
育
館
（
映
画
上

映
・
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
）

▼
市
民
会
館
（
開
会
行
事
・
講
演

会
・
発
表
・
展
示
）

▼
中
央
公
民
館
（
展
示
）

▼
五
條
小
学
校
体
育
館
（
保
幼
小

中
の
展
示
）

会場周辺案内図
※会場が分散していますので、注
意してください。11月３日（金）
は渋滞が予想されます。

11/３
（金）

11/４
（土）

11/５
（日）

９:30 ～
10:00 ～
11:00 ～
12:45 ～
14:00 ～

15:50 ～

開会行事

映画（殯の森）上映（開場 13:30~)

柿の無料配布（数量限定）
講演会（吉岡幸雄氏によるあかね染め講演）
オープニング（仁優園、五小ﾀﾞﾝｽ・金管ﾊﾞﾝﾄﾞ）

トークショー　
河瀨直美氏（観光大使）×尾野真千子氏（名誉市民）

時　間 11月３日（金）のプログラム 場　所

市民会館

市民会館前

五條中学校

染色家 吉岡幸雄氏染色家 吉岡幸雄氏染色家 吉岡幸雄氏 尾野真千子さん尾野真千子さん尾野真千子さん

河瀨直美監督河瀨直美監督河瀨直美監督

もがり
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近
隣
地
域
の
生
産
者
や
職

　

近
隣
地
域
の
生
産
者
や
職

人
が
、
そ
の
年
に
と
れ
た
作

人
が
、
そ
の
年
に
と
れ
た
作

物
や
加
工
品
を
直
接
お
客
さ

物
や
加
工
品
を
直
接
お
客
さ

ん
に
提
供
す
る
、
今
年

ん
に
提
供
す
る
、
今
年
で
21

回
目
を
迎
え
る
食
の
イ
ベ
ン

回
目
を
迎
え
る
食
の
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
秋
空
の
下
、「
本
物
」

ト
で
す
。
秋
空
の
下
、「
本
物
」

を
味
わ
い
に
来
て
く
だ
さ
い
。

を
味
わ
い
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■問合先　食の乱反射事務局
（手作りﾊﾑ･ｿｰｾｰｼﾞ工房ばあく内）
☎２５・０７０１
URL　www.syokuran.jp/

■
日
時

■
日
時
　

11
月
12
日
（
日
）

日
（
日
）

　

10
時
～
15
時

※

小
雨
決
行

小
雨
決
行

■
場
所
　

大
川
橋
河
川
敷
北
側

■
場
所
　

大
川
橋
河
川
敷
北
側

■
費
用
　

食
事
チ
ケ
ッ
ト
１
２

■
費
用
　

食
事
チ
ケ
ッ
ト
１
２

０
０
円
（
限
定
７
０
０
食
）

０
０
円
（
限
定
７
０
０
食
）

※

入
場
は
無
料

入
場
は
無
料

■
そ
の
他
　

マ
イ
お
皿
・
箸
・

■
そ
の
他
　

マ
イ
お
皿
・
箸
・

コ
ッ
プ
の
３
点
を
持
っ
て
き

コ
ッ
プ
の
３
点
を
持
っ
て
き

た
人
に
粗
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
♪

た
人
に
粗
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
♪

（
先
着
３
０
０
人
）

（
先
着
３
０
０
人
）

食
の
乱
反
射

食
の
乱
反
射

　

近
隣
地
域
の
生
産
者
や
職

人
が
、
そ
の
年
に
と
れ
た
作

物
や
加
工
品
を
直
接
お
客
さ

ん
に
提
供
す
る
、
今
年
で
21

回
目
を
迎
え
る
食
の
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
秋
空
の
下
、「
本
物
」

を
味
わ
い
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　

11
月
12
日
（
日
）

　

10
時
～
15
時

※

小
雨
決
行

■
場
所
　

大
川
橋
河
川
敷
北
側

■
費
用
　

食
事
チ
ケ
ッ
ト
１
２

０
０
円
（
限
定
７
０
０
食
）

※

入
場
は
無
料

■
そ
の
他
　

マ
イ
お
皿
・
箸
・

コ
ッ
プ
の
３
点
を
持
っ
て
き

た
人
に
粗
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
♪

（
先
着
３
０
０
人
）

食
の
乱
反
射

11/12
（日）

篠
原
お
ど
り

篠
原
お
ど
り

奈
良
県
警
察
音
楽
隊

奈
良
県
警
察
音
楽
隊

阪
本
踊
り

阪
本
踊
り

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

大
正
琴

大
正
琴

篠
原
お
ど
り

奈
良
県
警
察
音
楽
隊

阪
本
踊
り

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

大
正
琴

第
2121
回
大
塔
大
塔
い
き
い
き

い
き
い
き
文
化
祭
＆

文
化
祭
＆
元
気
元
気
ま
つ
り

ま
つ
り

第
21
回
大
塔
い
き
い
き
文
化
祭
＆
元
気
ま
つ
り

10/29
（日）

■
日
時

■
日
時
　

10 10 
月
29 
日
（
日
）

日
（
日
）

　

９
時
45
分
～
分
～

■
場
所
　

ふ
れ
あ
い
交
流
館

■
場
所
　

ふ
れ
あ
い
交
流
館

　

大
塔
温
泉
「
夢
乃
湯
」

　

大
塔
温
泉
「
夢
乃
湯
」

　

（
大
塔
町
宇
井
地
内
）

　

（
大
塔
町
宇
井
地
内
）

■
内
容
　

■
内
容
　

▼
小
学
生
に
よ
る
「
ダ
ン
ス
」
発
表

▼
小
学
生
に
よ
る
「
ダ
ン
ス
」
発
表

▼「
に
し
ゆ
き
」
さ
ん

▼「
に
し
ゆ
き
」
さ
ん
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

▼
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
「
タ
ン
ポ
ポ
」

▼
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
「
タ
ン
ポ
ポ
」

の
演
奏
発
表

の
演
奏
発
表

▼
伝
統
芸
能
の
発
表
（
阪
本
踊
り
、

▼
伝
統
芸
能
の
発
表
（
阪
本
踊
り
、

篠
原
お
ど
り
）
や
、
老
人
ク
ラ
ブ

篠
原
お
ど
り
）
や
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
カ
ラ
オ
ケ
等

の
カ
ラ
オ
ケ
等

▼
地
域
の
皆
さ
ん
の
文
化
活
動
の
発
表

地
域
の
皆
さ
ん
の
文
化
活
動
の
発
表

▼
智
▼
智
辯
学
園
生
徒
に
よ
る
和
太
鼓
、

学
園
生
徒
に
よ
る
和
太
鼓
、

警
察
音
楽
隊
の
演
奏

警
察
音
楽
隊
の
演
奏

▼
た
こ
焼
な
ど
の
模
擬
店
も
出
店
し

▼
た
こ
焼
な
ど
の
模
擬
店
も
出
店
し

ま
す
。

ま
す
。

■
主
催
　

大
塔
い
き
い
き
文
化

■
主
催
　

大
塔
い
き
い
き
文
化

祭
実
行
委
員
会

祭
実
行
委
員
会

　

大
塔
町
自
治
連
合
会

　

大
塔
町
自
治
連
合
会

■
問
合
先
　

大
塔
支
所

■
問
合
先
　

大
塔
支
所

☎
３
６
・
０
３
１
１

３
６
・
０
３
１
１

■
日
時
　

10 
月
29 
日
（
日
）

　

９
時
45
分
～

■
場
所
　

ふ
れ
あ
い
交
流
館

　

大
塔
温
泉
「
夢
乃
湯
」

　

（
大
塔
町
宇
井
地
内
）

■
内
容
　

▼
小
学
生
に
よ
る
「
ダ
ン
ス
」
発
表

▼「
に
し
ゆ
き
」
さ
ん
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

▼
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
「
タ
ン
ポ
ポ
」

の
演
奏
発
表

▼
伝
統
芸
能
の
発
表
（
阪
本
踊
り
、

篠
原
お
ど
り
）
や
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
カ
ラ
オ
ケ
等

▼
地
域
の
皆
さ
ん
の
文
化
活
動
の
発
表

▼
智
辯
学
園
生
徒
に
よ
る
和
太
鼓
、

警
察
音
楽
隊
の
演
奏

▼
た
こ
焼
な
ど
の
模
擬
店
も
出
店
し

ま
す
。

■
主
催
　

大
塔
い
き
い
き
文
化

祭
実
行
委
員
会

　

大
塔
町
自
治
連
合
会

■
問
合
先
　

大
塔
支
所

☎
３
６
・
０
３
１
１

　

交
流
と
発
表
の
場
と
し
て
、
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　

交
流
と
発
表
の
場
と
し
て
、
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

気
軽
に
来
場
し
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

気
軽
に
来
場
し
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

交
流
と
発
表
の
場
と
し
て
、
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

気
軽
に
来
場
し
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

市民レクリエーション大会
■日時　10月８日（日）
　　　　９時開会　
■場所　上野公園総合体育館
　　　　（シダーアリーナ）
■問合先　生涯学習課（内線 822）※土足禁止のため上ぐつを持ってきてください。

主催　五條市･五條市教育委員会･五條市体育協会

テーマ：「華やぐ五條」

フォトコンテストを開催します

■応募規定　▼平成 29年１月１日～ 12月 31日までに撮影された写真
　　　　　　▼応募は１人３点まで
　　　　　　▼入賞者の版権は主催者に帰属します。
　　　　　　▼応募作品は原則として返却しません。ただし、入賞作品以外は
　　　　　　平成 30年２月 20日以降に引き取りの人のみ返却します。

■応募方法　応募用紙に住所・氏名・年齢・性別・電話番号・職業（学校）・題名・
　　　　　　撮影場所・撮影データ（使用したカメラ、レンズ、絞り等）を記
　　　　　　入のうえ作品裏側に貼付し、郵送または直接提出。
　　　　　　※応募用紙は観光協会および市ホームページでダウンロードでき
　　　　　　　ます。
■応募先　五條市観光協会事務局（〒637-8501五條市本町1丁目1番1号）
　　　　　企業観光戦略課内（内線 210）

写真で五條市を表現しませんか。

今年度のテーマは「華やぐ五條」です。

五條の知られざる魅力を発掘した皆さん

の応募を待っています。

第 13回

■応募締切　平成 30年１月 10日（水）
■サイズ　　四つ切り（四つ切りワイド可）

推　薦　賞金 10万円
特　選　賞金   ５万円
準特選　賞金   ３万円
特別賞　賞金   １万円
入　選　賞金   ５千円

（若干名）

先着100人

20おしらせ・イベント



　

近
隣
地
域
の
生
産
者
や
職

人
が
、
そ
の
年
に
と
れ
た
作

物
や
加
工
品
を
直
接
お
客
さ

ん
に
提
供
す
る
、
今
年
で
21

回
目
を
迎
え
る
食
の
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
秋
空
の
下
、「
本
物
」

を
味
わ
い
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　

11
月
12
日
（
日
）

　

10
時
～
15
時

※

小
雨
決
行

■
場
所
　

大
川
橋
河
川
敷
北
側

■
費
用
　

食
事
チ
ケ
ッ
ト
１
２

０
０
円
（
限
定
７
０
０
食
）

※

入
場
は
無
料

■
そ
の
他
　

マ
イ
お
皿
・
箸
・

コ
ッ
プ
の
３
点
を
持
っ
て
き

た
人
に
粗
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
♪

（
先
着
３
０
０
人
）

食
の
乱
反
射

篠
原
お
ど
り

奈
良
県
警
察
音
楽
隊

阪
本
踊
り

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

大
正
琴

第
21
回
大
塔
い
き
い
き
文
化
祭
＆
元
気
ま
つ
り

■
日
時
　

10 
月
29 

日
（
日
）

　

９
時
45
分
～

■
場
所
　

ふ
れ
あ
い
交
流
館

　

大
塔
温
泉
「
夢
乃
湯
」

　

（
大
塔
町
宇
井
地
内
）

■
内
容
　

▼
小
学
生
に
よ
る
「
ダ
ン
ス
」
発
表

▼「
に
し
ゆ
き
」
さ
ん
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

▼
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
「
タ
ン
ポ
ポ
」

の
演
奏
発
表

▼
伝
統
芸
能
の
発
表
（
阪
本
踊
り
、

篠
原
お
ど
り
）
や
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
カ
ラ
オ
ケ
等

▼
地
域
の
皆
さ
ん
の
文
化
活
動
の
発
表

▼
智
辯
学
園
生
徒
に
よ
る
和
太
鼓
、

警
察
音
楽
隊
の
演
奏

▼
た
こ
焼
な
ど
の
模
擬
店
も
出
店
し

ま
す
。

■
主
催
　

大
塔
い
き
い
き
文
化

祭
実
行
委
員
会

　

大
塔
町
自
治
連
合
会

■
問
合
先
　

大
塔
支
所

☎
３
６
・
０
３
１
１

辯

　

交
流
と
発
表
の
場
と
し
て
、
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

気
軽
に
来
場
し
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

おしらせ・イベント
■
そ
の
他　

子
供
だ
ん
じ
り
（
参

加
費
無
料
）
参
加
者
受
付
中
！

10
月
13
日
（
金
）
ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
秋
祭
り

　

五
條
天
平
行
列

　

今
年
も
秋
祭
り
五
條
天
平
行
列

（
御
霊
神
社
本
宮
秋
季
大
祭
）
が

行
わ
れ
ま
す
。
優
雅
な
天
平
行
列

を
と
お
し
て
五
條
の
歴
史
を
知
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

井
上
内
親
王
生
誕
１
３
０
０
年
祭
・

五
條
市
制
60
周
年
記
念

■
開
催
日
時
・
場
所　

10
月
21
日（
土
）　

９
時
〜
17
時
頃
、

御
霊
神
社
本
宮
（
霊
安
寺
町
）

↓ 

御
旅
所
（
五
條
１
丁
目
）

10
月
22
日
（
日
）　

８
時
〜
13
時

30
分
頃
、
五
條
市
五
條
↓
本
町

↓
新
町
↓
須
恵
↓
岡
口
近
辺

■
申
込･

問
合
先　

　

秋
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

☎ 

２
３
・
０
１
７
８
（
藤
井
）

10/22
（日）

10/21
（土）

テーマ：テーマ：「華やぐ五條」「華やぐ五條」

フォトコンテストフォトコンテストを開催しますを開催します

■応募規定　▼平成 29年１月１日～ 12月 31日までに撮影された写真■応募規定　▼平成 29年１月１日～ 12月 31日までに撮影された写真
　　　　　　▼応募は１人３点まで　　　　　　▼応募は１人３点まで
　　　　　　▼入賞者の版権は主催者に帰属します。　　　　　　▼入賞者の版権は主催者に帰属します。
　　　　　　▼応募作品は原則として返却しません。ただし、入賞作品以外は　　　　　　▼応募作品は原則として返却しません。ただし、入賞作品以外は
　　　　　　平成 30年２月 20日以降に引き取りの人のみ返却します。　　　　　　平成 30年２月 20日以降に引き取りの人のみ返却します。

■応募方法　応募用紙に住所・氏名・年齢・性別・電話番号・職業（学校）・題名・■応募方法　応募用紙に住所・氏名・年齢・性別・電話番号・職業（学校）・題名・
　　　　　　撮影場所・撮影データ（使用したカメラ、レンズ、絞り等）を記　　　　　　撮影場所・撮影データ（使用したカメラ、レンズ、絞り等）を記
　　　　　　入のうえ作品裏側に貼付し、郵送または直接提出。　　　　　　入のうえ作品裏側に貼付し、郵送または直接提出。
　　　　　　※応募用紙は観光協会および市ホームページでダウンロードでき　　　　　　※応募用紙は観光協会および市ホームページでダウンロードでき
　　　　　　　ます。　　　　　　　ます。
■応募先　五條市観光協会事務局■応募先　五條市観光協会事務局（〒637-8501五條市本町1丁目1番1号）（〒637-8501五條市本町1丁目1番1号）
　　　　　企業観光戦略課内（内線 210）　　　　　企業観光戦略課内（内線 210）

写真で五條市を表現しませんか。写真で五條市を表現しませんか。

今年度のテーマは「華やぐ五條」です。今年度のテーマは「華やぐ五條」です。

五條の知られざる魅力を発掘した皆さん五條の知られざる魅力を発掘した皆さん

の応募を待っています。の応募を待っています。

第 13回第 13 回

■応募締切　平成 30年１月 10日（水）■応募締切　平成 30年１月 10日（水）
■サイズ　　四つ切り（四つ切りワイド可）■サイズ　　四つ切り（四つ切りワイド可）

推　薦　賞金 10万円推　薦　賞金 10万円
特　選　賞金   ５万円特　選　賞金   ５万円
準特選　賞金   ３万円準特選　賞金   ３万円
特別賞　賞金   １万円特別賞　賞金   １万円
入　選　賞金   ５千円入　選　賞金   ５千円

（若干名）（若干名）

テーマ：「華やぐ五條」

フォトコンテストを開催します

■応募規定　▼平成 29年１月１日～ 12月 31日までに撮影された写真
　　　　　　▼応募は１人３点まで
　　　　　　▼入賞者の版権は主催者に帰属します。
　　　　　　▼応募作品は原則として返却しません。ただし、入賞作品以外は
　　　　　　平成 30年２月 20日以降に引き取りの人のみ返却します。

■応募方法　応募用紙に住所・氏名・年齢・性別・電話番号・職業（学校）・題名・
　　　　　　撮影場所・撮影データ（使用したカメラ、レンズ、絞り等）を記
　　　　　　入のうえ作品裏側に貼付し、郵送または直接提出。
　　　　　　※応募用紙は観光協会および市ホームページでダウンロードでき
　　　　　　　ます。
■応募先　五條市観光協会事務局（〒637-8501五條市本町1丁目1番1号）
　　　　　企業観光戦略課内（内線 210）

写真で五條市を表現しませんか。

今年度のテーマは「華やぐ五條」です。

五條の知られざる魅力を発掘した皆さん

の応募を待っています。

第 13回

■応募締切　平成 30年１月 10日（水）
■サイズ　　四つ切り（四つ切りワイド可）

推　薦　賞金 10万円
特　選　賞金   ５万円
準特選　賞金   ３万円
特別賞　賞金   １万円
入　選　賞金   ５千円

（若干名）
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第５回 

ダイトレ・ウォーク
先着先着100人
100 人

先着100 人

金
剛
山
ダ
イ
ト
レ
・
ウ
ォ
ー
ク

　

今
回
は
「
相
撲
ゆ
か
り
の
道
」

を
歩
き
、
二
上
山
万
葉
の
森
か

ら
太
子
町
へ
と
向
か
い
ま
す
。

■
日
時　

10
月
21
日
（
土
）　

９
時
30
分　

近
鉄
大
阪
線
二

上
駅
南
側
広
場
（
香
芝
市
）

集
合
・
受
付

※
15
時
30
分
解
散
・
雨
天
中
止

■
コ
ー
ス　

二
上
駅
〜
ど
ん
づ

る
峰
〜
二
上
山
万
葉
の
森
〜

道
の
駅
「
近
つ
飛
鳥
の
里
・

太
子
」（
太
子
町
）・
解
散

■
定
員　

先
着
１
０
０
人

※

小
学
生
高
学
年
以
上
・
健
脚

向
け
コ
ー
ス
で
す
。

■
参
加
費　

３
０
０
円
（
保
険

代
等
）

■
持
ち
物　

弁
当
、
飲
み
物
、

雨
具
な
ど
。

■
申
込
方
法　

10
月
18
日
（
水
）

ま
で
に
電
話
、
F
A
X
、
E

メ
ー
ル
で
①
住
所
②
氏
名
③

電
話
番
号
を
伝
え
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

秋
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ト
レ
ー
ル
を
歩
こ
う
！

■申込・問合先

ダイヤモンドトレール活性化実行委員会

（大阪府南河内農と緑の総合事務所 地域政策室内）

☎０７２１・２５・１１３１（内線２７２）

FAX０７２１・２４・３２３１

Eメール　
minamikawachinotomidori-g03@sbox.pref.osaka.lg.jp 10/21

（土）
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おしらせ・イベント

防災トピックス

五
條
市
制
施
行
60
周
年
記
念

ス
ポ
ー
ツ
ひ
の
ま
る
キ
ッ
ズ

ス
ポ
ー
ツ
ひ
の
ま
る
キ
ッ
ズ

「
道
場
わ
っ
し
ょ
い
！

「
道
場
わ
っ
し
ょ
い
！
」
in

五
條

■
日
時　

10
月
15
日
（
日
）

　

８
時
30
分　

開
場

　

９
時
15
分　

開
会
式

※

飲
食
ブ
ー
ス
は
10
時
〜
16
時

■
場
所　

シ
ダ
ー
ア
リ
ー
ナ

　
（
上
野
公
園
総
合
体
育
館
）

■
主
催　

ス
ポ
ー
ツ
ひ
の
ま
る

キ
ッ
ズ「
道
場
わ
っ
し
ょ
い
！
」

in
五
條
実
行
委
員
会

■問合先　
▼スポーツひのまるキッズ「道場わっしょい！」in 五條
　実行委員会事務局　（奈良県奥大和移住・交流推進室内）
　☎０７４４・４８・３０１６
▼( 一財 ) スポーツひのまるキッズ協会
　☎０３・６８０９・５６１６
　ホームページ http://www.hinomaru-kids.jp/

穴井隆将さん
2010 年世界柔道選手権
100㎏超級金メダリスト

がやってきます！

高井洋平さん
2005 年世界柔道選手権
100㎏超級銅メダリスト

佐藤愛子さん
2011 年世界柔道選手権
57㎏級金メダリスト

緒方亜香里さん
2010 年世界柔道選手権
78㎏級銀メダリスト

ス
ポ
ー
ツ
ひ
の
ま
る
キ
ッ
ズ

ス
ポ
ー
ツ
ひ
の
ま
る
キ
ッ
ズ

「
道
場
わ
っ
し
ょ
い
！

「
道
場
わ
っ
し
ょ
い
！
」
in

五
條

ス
ポ
ー
ツ
ひ
の
ま
る
キ
ッ
ズ

「
道
場
わ
っ
し
ょ
い
！
」
in

五
條

10/15
（日）

　　

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で

の
胃
が
ん
検
診
の
内
視
鏡
検
査
受

け
入
れ
人
数
が
拡
大
し
た
た
め
、

10
月
か
ら
50
歳
〜
69
歳
ま
で
の
人

が
受
診
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

■
対
象
者　

50
〜
69
歳
（
平
成
30

年
４
月
１
日
ま
で
に
こ
の
年
齢

に
な
る
人
も
含
む
）

■
検
査
場
所　

南
奈
良
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー

　
（
大
淀
町
大
字
福
神
８-

１
）

■
検
査
日
時　

月
〜
金
曜
・
午
前

■
募
集
人
数　

50
人

■
自
己
負
担
金　

３
０
０
０
円

■
受
診
方
法　

受
診
券
を
発
行
し

ま
す
の
で
、
窓
口
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條

　
（
内
線
２
９
０
）

　

次
の
と
お
り
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

■
日
時　

11
月
９
日
（
木
）

　

８
時
30
分
〜
受
付

※

雨
天
の
場
合
は
、11
月
10
日（
金
）

募　集

第
35
回
五
條
市
長
寿

回
五
條
市
長
寿

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
35
回
五
條
市
長
寿

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

募　集

第
35
回
吉
野
川
師
走

回
吉
野
川
師
走

　

マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
35
回
吉
野
川
師
走

　

マ
ラ
ソ
ン
大
会

※

開
催
の
有
無
は
、
７
時
に
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
☎
２
２
・
２

０
０
０
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
場
所　

牧
野
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

■
参
加
資
格　

市
内
に
在
住
す
る

60
歳
以
上
の
人

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
期
限　

10
月
20
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
先　

介
護
福
祉
課

　
（
内
線
２
４
９
）

　

次
の
と
お
り
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

■
開
催
日　

12
月
17
日
（
日
）

　

９
時
20
分
ス
タ
ー
ト

■
会
場　

五
條
市
水
辺
の
楽
校

（
大
川
橋
下
河
川
敷
付
近
）

■
種
目
・
参
加
費

①
８
０
０
ｍ
フ
ァ
ミ
リ
ー（
幼
児
・

保
護
者
ペ
ア
）

　

▼
１
０
０
０
円

②
2.5
ｋ
ｍ（
小
学
生
男
・
女
）・

　

▼
１
５
０
０
円

③
５
ｋ
ｍ（
中
学
生
以
上
男
・
女
）

▼
一
般　

３
０
０
０
円
・

　

▼
高
校
生
以
下　

１
５
０
０
円

④
10
ｋ
ｍ（
16
歳
以
上
男
・
女
）

　

▼
一
般　

３
０
０
０
円
・

　

▼
高
校
生
以
下　

１
５
０
０
円

※

９
時
20
分
か
ら
、
種
目
ご
と
に

随
時
ス
タ
ー
ト

■
表
彰　

各
ク
ラ
ス
３
位
ま
で
賞

状
■
申
込
方
法　

10
月
31
日
（
火
）

ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
F
A
X

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込･

問
合
先　

五
條
市
陸
上

競
技
協
会
（
山
内
）

☎
・
FAX　

２
２
・
７
３
８
３

　

体
力
測
定
や
運
動
指
導
、
栄
養

指
導
な
ど
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
元

気
に
生
活
で
き
る
体
作
り
を
指
導

し
ま
す　

■
日
時　

10
月
８
日
（
日
）、
15

日（
日
）、22
日（
日
）、29
日（
日
）

　

13
時
30
分
〜
15
時

■
場
所　

宇
智
公
民
館

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
65

歳
以
上
の
人
（
先
着
30
人
）

※

お
お
む
ね
４
回
継
続
し
て
参
加

で
き
る
人

■
費
用　

無
料　

■
持
ち
物　

体
操
の
で
き
る
服
装
、

上
靴
、
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
で

き
る
飲
み
物

※

送
迎
あ
り
、
希
望
す
る
人
は
申

込
み
時
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

募　集

胃
内
視
鏡
検
査

胃
内
視
鏡
検
査

　

（
胃
カ
メ
ラ
）
の

　

（
胃
カ
メ
ラ
）
の

　
　

お
し
ら
せ

　
　

お
し
ら
せ

胃
内
視
鏡
検
査

　

（
胃
カ
メ
ラ
）
の

　
　

お
し
ら
せ

講　座

～
元
気
な
体
作
り
の
た
め
に
～

～
元
気
な
体
作
り
の
た
め
に
～

転
倒
骨
折
予
防
教
室

転
倒
骨
折
予
防
教
室

～
元
気
な
体
作
り
の
た
め
に
～

転
倒
骨
折
予
防
教
室

男
性
の
た
め
の

　
　

料
理
教
室

健
康
ふ
き
矢

　

参
加
者
募
集

ア
ー
ト
講
座

　

フ
ラ
ワ
ー
タ
イ
ム

第
３
回

 

長
屋
門
さ
き
が
け
塾

高
齢
者
の
た
め
の

運
動
力
あ
っ
ぷ
倶
楽
部

　

市
制
施
行
60
周
年
を
記
念
し
、

小
学
生
の
道
場
対
抗
柔
道
大
会
を

開
催
し
ま
す
。「
親
子
の
絆
」や「
道

場
間
の
交
流
」
を
テ
ー
マ
に
、
こ

れ
か
ら
柔
道
を
始
め
る
子
ど
も
た

ち
に
も
お
す
す
め
。
飲
食
ブ
ー
ス

や
市
内
外
の
特
産
品
販
売
な
ど
も

あ
り
ま
す
。

※

出
場
は
事
前
申
込
が
必
要
、
観

覧
は
入
場
無
料
。
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おしらせ・イベント

防災防災トピックストピックス防災トピックス

ス
ポ
ー
ツ
ひ
の
ま
る
キ
ッ
ズ

「
道
場
わ
っ
し
ょ
い
！
」
in

ス
ポ
ー
ツ
ひ
の
ま
る
キ
ッ
ズ

「
道
場
わ
っ
し
ょ
い
！
」
in

■問合先　危機管理課（内線 370）

第
35
回
五
條
市
長
寿

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
35
回
吉
野
川
師
走

　

マ
ラ
ソ
ン
大
会

■
申
込
・
問
合
先　

社
会
福
祉
法

人　

正
和
会　

居
宅
介
護
支
援

事
業
所　

音
和
舎
彩
羽

☎
２
３
・
０
７
１
１（
担
当
：
綛
谷
）

※

五
條
市
の
委
託
事
業
で
す
。

　

家
族
や
自
分
の
た
め
、
不
慣
れ

な
人
も
簡
単
な
料
理
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

10
月
26
日
（
木
）

　

９
時
30
分
〜
13
時

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
対
象
者　

料
理
に
興
味
の
あ
る

男
性
（
夫
婦
で
の
参
加
可
）

■
定
員　

先
着
20
人

■
参
加
費　

１
人
に
つ
き
４
０
０

円
（
材
料
費
・
当
日
集
金
）

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
布

（
頭
を
覆
う
布
）・
タ
オ
ル

■
献
立　

ビ
ー
フ
ス
ト
ロ
ガ
ノ
フ

ほ
か

■
指
導
者　

五
條
市
食
生
活
改
善

推
進
員

■
申
込
方
法　

10
月
20
日
（
金
）

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條

　
（
内
線
２
９
０
）

　

健
康
ふ
き
矢
で
心
身
と
も
に
活

性
化
、
公
認
指
導
者
が
楽
し
く
指

導
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
10
日
（
火
）、
24

日
（
火
）、
11
月
14
日
（
火
）、

28
日
（
火
）
13
時
〜
16
時

■
場
所　

老
人
憩
の
家

■
費
用　

会
費
月
額
５
０
０
円

（
最
初
の
月
は
会
費
不
要
）
参

加
費
１
回
５
０
０
円
（
道
具
の

レ
ン
タ
ル
料
を
含
む
）

■
申
込
・
問
合
先　

老
人
憩
の
家

☎
２
３
・
０
４
３
１
（
水
曜
休
館
）

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
壁
掛
け
ア
レ
ン

ジ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

11
月
18
日
（
土
）

　

10
時
〜
正
午

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
25
人
（
市
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
指
導
者　

中
川
美
智
代
先
生

　
（
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
師
）

■
参
加
費　

２
３
０
０
円
（
材
料

費
２
０
０
０
円
・
利
用
団
体
会

費
３
０
０
円
）

※

今
年
度
ア
ー
ト
講
座
に
参
加
し

た
人
は
材
料
費
の
み
で
参
加
で

き
ま
す
。

■
持
ち
物　

は
さ
み
・
作
品
を
持

ち
帰
る
袋
・
ゴ
ミ
用
袋
（
レ
ジ

袋
等
）・
木
工
用
ボ
ン
ド
・
ニ
ッ

パ
ー
（
ワ
イ
ヤ
ー
を
切
る
た
め

の
も
の
）

■
申
込
方
法　

11
月
８
日
（
水
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
あ
り（
要
予
約
・

無
料
）

※

２
歳
以
上
就
学
前
の
幼
児

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１（
火
・
祝
休
館
）

　

大
政
奉
還
か
ら
１
５
０
年
と
な

る
本
年
、
天
誅
組
や
幕
末
に
関
す

る
楽
し
い
講
座
を
年
５
回
開
催
し

て
い
ま
す
。

■
日
時　

10
月
21
日
（
土
）

　

13
時
30
分
〜
15
時

■
場
所　

民
俗
資
料
館

※

国
道
24
号
沿
い
に
駐
車
場
あ
り

■
費
用　

会
員
３
０
０
円
、
一
般

５
０
０
円

■
講
師　

石
原
由
美
子
さ
ん

　
（
但
馬
歴
史
文
化
研
究
所
所
員
）

■
テ
ー
マ　
「
生
野
の
変
・
志
士

た
ち
の
横
顔
」

■
定
員　

先
着
40
人

■
申
込
方
法　

①
氏
名
②
住
所
③

年
齢
④
連
絡
先
を
、
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
ハ
ガ
キ
・
メ
ー
ル
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

民
俗
資
料
館

　
（
新
町
３
丁
目
３-

１
）（
月
曜
休
館
）

☎
・
FAX
２
２
・
０
４
５
０

メ
ー
ル info@

tenchugum
i.jp

　

高
齢
者
を
対
象
に
、
理
学
療
法

士
の
指
導
に
よ
り
運
動
器
機
（
マ

シ
ー
ン
）
を
使
っ
て
運
動
力
を
高

め
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
２
日
（
木
）
〜
２

月
22
日
（
木
）
ま
で
の
毎
週
木

曜
日
（
全
15
回
）

　

10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所　

老
人
憩
の
家

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
65

歳
以
上
の
人
（
先
着
10
人
）

※

た
だ
し
運
動
制
限
の
あ
る
人
は

参
加
で
き
ま
せ
ん
。

■
費
用　

無
料

■
申
込
方
法　

10
月
20
日
（
金
）

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
内
線
３
０
９
）

胃
内
視
鏡
検
査

　

（
胃
カ
メ
ラ
）
の

　
　

お
し
ら
せ

～
元
気
な
体
作
り
の
た
め
に
～

転
倒
骨
折
予
防
教
室

お 

と 

わ 

や 

い 

ろ 

は

か
せ
た
に

講　座

男
性
の
た
め
の

男
性
の
た
め
の

　
　
　
　

料
理
教
室

料
理
教
室

男
性
の
た
め
の

　
　

料
理
教
室

講　座

健
康
ふ
き
矢

健
康
ふ
き
矢

　

参
加
者
募
集

　

参
加
者
募
集

健
康
ふ
き
矢

　

参
加
者
募
集

講　座

ア
ー
ト
講
座

ア
ー
ト
講
座

　

フ
ラ
ワ
ー
タ
イ
ム

　

フ
ラ
ワ
ー
タ
イ
ム

ア
ー
ト
講
座

　

フ
ラ
ワ
ー
タ
イ
ム

講　座

第
３
回

第
３
回

 

長
屋
門
さ
き
が
け
塾

長
屋
門
さ
き
が
け
塾

第
３
回

 

長
屋
門
さ
き
が
け
塾

講　座

高
齢
者
の
た
め
の

高
齢
者
の
た
め
の

運
動
力
あ
っ
ぷ
倶
楽
部

運
動
力
あ
っ
ぷ
倶
楽
部

高
齢
者
の
た
め
の

運
動
力
あ
っ
ぷ
倶
楽
部

弾道ミサイル落下時の行動について
メッセージが流れたら
落ち着いて、直ちに行動してください

できる限り頑丈な建物や
地下などに避難する。

屋外に
いる場合

建物が
ない場合

物陰に身を隠すか、
地面に伏せて頭部を守る。

屋内に
いる場合

窓から離れるか、
窓のない部屋に移動する。

▼弾道ミサイルは、発射から極めて短時間で着弾します。
▼ミサイルが日本に落下する可能性がある場合は、Ｊアラート
（全国瞬時警報システム）を活用して、防災行政無線で特別
なサイレン音とともにメッセージを流すほか、緊急速報メー
ル等により緊急情報をお知らせします。

弾道ミサイル発射直後の情報伝達
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おしらせ・イベント

▼
11
月
19
日
（
日
）
奈
良
県
大
芸

術
祭
・
国
文
祭
・
障
文
祭
な
ら

２
０
１
７
参
加
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
「
井
上
内
親
王
生
誕
１
３
０

０
年
・
ソ
プ
ラ
ノ
岡
田
由
美
子

＆
児
童
文
学
者
川
村
優
理
ジ
ョ

イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
〜
み
ん
な

で
ふ
る
さ
と
を
歌
い
ま
し
ょ
う

〜
」
13
時
30
分
〜
15
時

※

費
用
は
入
館
料
の
み
、
要
予
約

■
会
場　

近
内
御
霊
神
社
、
う
ち

の
の
館
「
藤
岡
家
住
宅
」　

■
予
約
・
問
合
先　

う
ち
の
の
館

☎
２
２
・
４
０
１
３

　

古
民
家
で
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

に
よ
る
作
品
展
を
開
催
。
五
條
市

と
ま
ち
や
館
を
舞
台
に
し
た
物
語

を
製
作
し
、
作
品
を
通
し
て
五
條

市
の
魅
力
を
再
発
見
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
17
日
（
火
）

　

〜
11
月
18
日
（
土
）

　

10
時
〜
17
時
（
月
曜
日
休
館
、

11
月
は
16
時
ま
で
）

■
場
所　

新
町
ま
ち
や
館

　
（
本
町
２
丁
目
６-

６
）

■
入
場
料　

無
料

■
主
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト　

故
郷

L
e
a
v
e
’
s

■
協
力　

た
け
の
こ

■
主
催
・
問
合
先　

特
定
非
営
利

活
動
法
人　

大
和
社
中

☎
２
６
・
６
６
７
７

（
８
時
30
分
〜
17
時
・
水
曜
日
除
く
）

　

同
和
問
題
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ

る
人
権
問
題
を
イ
ベ
ン
ト
や
資
料

展
示
を
通
じ
て
考
え
る
催
し
で
す
。

■
日
時　

10
月
21
日
（
土
）

　

10
時
〜
15
時
30
分

■
場
所　

高
取
町
リ
ベ
ル
テ
ホ
ー
ル

（
高
取
町
観
覚
寺
１
０
２
３
）

■
イ
ベ
ン
ト
内
容　

チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
、
合
気
道
部
演
武
、

林
家
染
二
さ
ん
の
講
演
と
落
語
、

空
手
演
武
、
高
取
中
学
校
吹
奏

楽
部
コ
ン
サ
ー
ト
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
市
町
村
等
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

巡
回
、
啓
発
パ
ネ
ル
展
示
、
紙

芝
居
、
各
市
町
村
、
関
係
団
体

等
の
模
擬
店
・
物
産
展
な
ど

■
入
場
料　

無
料　

※

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
も
あ
り

ま
す
。

■
問
合
先　

な
ら
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

事
務
局
（
奈
良
県
く
ら
し
創
造

部
人
権
施
策
課
内
）

☎
０
７
４
２
・
２
７
・
８
７
１
９

　

平
成
30
年
度
に
高
校
進
学
を
考

え
て
い
る
人
を
対
象
に
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
25
日
（
水
）

■
場
所　

五
條
高
等
学
校

　
（
岡
町
１
４
２
８
）

■
応
募
資
格　

①
平
成
30
年
３
月

卒
業
予
定
の
中
学
生
②
平
成
30

年
４
月
１
日
の
時
点
で
19
歳
以

下
で
あ
り
、
他
校
に
在
籍
し
て

い
な
い
者
③
平
成
30
年
４
月
１

日
で
満
20
歳
で
あ
る
成
人
（
成

人
特
例
制
度
）

■
内
容　

学
校
の
説
明
、
授
業
見

学
、
校
舎
案
内

■
申
込
期
間　

10
月
24
日
（
火
）

ま
で
に
、
中
学
生
は
各
中
学
校

を
通
じ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
そ
れ
以
外
の
人
は
直
接
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
成
人

は
随
時
見
学
可
能
で
す
）

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
高
等
学

校
定
時
制

☎
２
２
・
４
１
１
６

　

う
ち
の
の
館
で
は
「
井
上
内
親

王
生
誕
１
３
０
０
年
」
を
記
念
し
、

関
連
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
・
内
容
ほ
か

▼
開
催
中
〜
12
月
22
日
（
金
）

　

展
示
「
井
上
内
親
王
生
誕
１
３

０
０
年
」

▼
10
月
21
日
（
土
）「
H
O
O
K

ウ
ク
レ
レ
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

13
時
〜
講
演
「
井
上
内
親
王
と

光
仁
天
皇
」
川
村
優
理
氏

　

13
時
30
分
〜
ウ
ク
レ
レ
コ
ン

サ
ー
ト　

演
奏
・
ウ
ク
レ
レ
奏

者
H
O
O
K
氏

※

費
用
は
入
館
料
の
み
、
要
予
約

▼
11
月
７
日
（
火
）「
御
霊
神
社

見
学
」
参
加
費
７
０
０
円
（
本

宮
ほ
か
、
数
社
を
バ
ス
で
巡
り

ま
す
）
先
着
順
25
人

▼
11
月
11
日
（
土
）
開
館
９
周
年

記
念
「
琴
と
尺
八
の
宴
」

　

13
時
〜
講
演
「
井
上
内
親
王
と

不
破
内
親
王
」
川
村
優
理
氏

　

13
時
30
分
〜
「
琴
と
尺
八
の
宴

〜
う
る
わ
し
の
大
和
を
奏
で
る

〜
」
演
奏
・
琴
和
会
（
島
田
響

湖
代
表
）
尺
八
：
山
原
啓
山
氏

※

費
用
は
入
館
料
の
み
、
要
予
約

イベント

第第
23
回
な
ら
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン

回
な
ら
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第
23
回
な
ら
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

イベント

う
ち
の
の
館

う
ち
の
の
館

井
上
内
親
王
生
誕

井
上
内
親
王
生
誕
１
３
０
０

１
３
０
０
年

関
連
イ
ベ
ン
ト
の
お
し
ら
せ

関
連
イ
ベ
ン
ト
の
お
し
ら
せ

う
ち
の
の
館

井
上
内
親
王
生
誕
１
３
０
０
年

関
連
イ
ベ
ン
ト
の
お
し
ら
せ

イベント

五
條
高
校
定
時
制

五
條
高
校
定
時
制

    

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

五
條
高
校
定
時
制

  

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

イベント

ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト

ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト

廻
米
問
屋
油
屋
日
誌

廻
米
問
屋
油
屋
日
誌

ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト

廻
米
問
屋
油
屋
日
誌

か
い
ま
い
ど
ん
や
あ
ぶ
ら
や
に
っ
し

か
い
ま
い
ど
ん
や
あ
ぶ
ら
や
に
っ
し

か
い
ま
い
ど
ん
や
あ
ぶ
ら
や
に
っ
し

　

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

就
労
に
関
す
る
悩
み
を
抱
え
る
無

業
の
若
者
（
15
歳
〜
39
歳
）
の
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。（
厚
生
労
働

省
の
委
託
事
業
で
す
）

あ
な
た
の

あ
な
た
の

「
働
き
た
い
」

「
働
き
た
い
」

を
応
援
し
ま

を
応
援
し
ま
す
!!!!

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　

や
ま
と

■
場
所　
桜
井
市
大
字
桜
井
１
２
５
９

エ
ル
ト
桜
井
１
号
館
２
Ｆ

☎
０
７
４
４
・
４
４
・
２
０
５
５

※

月
〜
土
９
時
〜
18
時

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

■
出
張
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

毎
月
第
３
金
曜
日

　

14
時
〜
17
時（
事
前
予
約
が
必
要
）

▼
場
所　
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

※

必
要
に
よ
り
家
庭
訪
問
も
実
施

※

家
族
か
ら
の
相
談
も
可
能

　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　

き
の
か
わ

■
場
所　
橋
本
市
市
脇
１‐

１‐

６

Ｊ
Ａ
橋
本
支
店
ビ
ル
２
Ｆ

☎
０
７
３
６
・
３
３
・
２
９
０
０

※

月
〜
金
10
時
〜
18
時

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

あ
な
た
の

「
働
き
た
い
」

を
応
援
し
ま
す
!!

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）

予
防
講
演
会
・
肺
年
齢
測
定

年
金
出
張
相
談

年
金
事
務
所
の

　

予
約
相
談

無
料
調
停
相
談

も
の
忘
れ
相
談

24おしらせ・イベント



広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４

おしらせ・イベント
　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
は
慢
性
閉
塞
性
肺

疾
患
の
こ
と
で
「
た
ば
こ
病
」「
肺

の
生
活
習
慣
病
」
と
も
言
わ
れ
る

進
行
性
の
肺
疾
患
で
す
。
こ
の
機

会
に
、
自
身
や
家
族
の
肺
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

11
月
６
日
（
月
）

　

13
時
〜
15
時
30
分　
　

■
場
所　

大
淀
町
役
場

　
（
大
淀
町
桧
垣
本
２
０
９
０
）

■
対
象　

市
内
に
在
住
す
る
人

■
肺
年
齢
測
定
（
肺
機
能
測
定
）

　
　

13
時
〜
14
時
10
分

▼
対
象　

現
在
喫
煙
者
お
よ
び
過

去
喫
煙
者
、
そ
の
他
健
康
面
が

気
に
な
る
人

▼
定
員　

先
着
約
40
人（
要
予
約
）

■
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
予
防
講
演
会

　

14
時
10
分
〜
15
時
30
分

▼
テ
ー
マ
「
肺
の
生
活
習
慣
病
Ｃ

Ｏ
Ｐ
Ｄ（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）

を
ご
存
じ
で
す
か
？
」

▼
講
師　

県
立
医
科
大
学
内
科
学

第
二
講
座
・
栄
養
管
理
部

　

病
院
教
授　

吉
川
雅
則　

氏

▼
定
員　

先
着
約
50
人（
要
予
約
）

■
申
込
方
法　

10
月
20
日
（
金
）

ま
で
に
①
氏
名
②
年
齢
③
住
所

④
電
話
番
号
を
、
F
A
X
ま
た

は
電
話
で
伝
え
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※

肺
年
齢
測
定
を
希
望
す
る
人
は
、

⑤
喫
煙
年
数
⑥
１
日
喫
煙
本
数

も
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

※

肺
年
齢
測
定
は
、
予
約
券
に
記

載
さ
れ
た
時
間
ま
で
に
き
て
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

吉
野
保
健
所

☎
０
７
４
７
・
６
４
・
８
１
３
４

FAX
０
７
４
７
・
５
２
・
７
２
５
９

　

夫
婦
関
係
調
整
・
養
育
費
・
婚

姻
費
用
・
相
続
・
金
銭
・
交
通
事

故
・
土
地
等
の
も
め
事
に
つ
い
て
、

裁
判
所
の
調
停
委
員
が
調
停
手
続

き
の
利
用
に
関
す
る
相
談
に
応
じ

ま
す
。（
予
約
不
要
）

■
日
時　

10
月
２
日
（
月
）

　

10
時
〜
15
時

■
場
所 　

中
央
公
民
館

■
問
合
先 　

奈
良
地
方
裁
判
所

☎
０
７
４
２
・
８
８
・
２
６
０
４

　

｢

同
じ
事
を
何
度
も
聞
く｣

、「
ミ

ス
が
増
え
た
」
な
ど
気
に
な
る
こ

と
が
あ
れ
ば
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

専
門
の
看
護
師
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。

■
日
時　

10
月
４
日
（
水
）・
11

月
１
日
（
水
）・
12
月
６
日
（
水
）

　

13
時
〜
16
時
（
１
回
45
分
）

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
も

の
忘
れ
等
認
知
症
に
不
安
を
持

つ
人
、
ま
た
は
そ
の
家
族

■
費
用　

無
料

■
申
込
方
法　

電
話
で
事
前
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー

☎
２
５
・
２
６
４
０

　

平
日 

８
時
30
分
〜
16
時
に
、
相

談
内
容
に
合
わ
せ
、
ス
タ
ッ
フ
が

事
前
に
準
備
し
て
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

■
場
所　

大
和
高
田
年
金
事
務
所

　
（
大
和
高
田
市
幸
町
５-

11 

）

※

予
約
は
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５

　

ま
た
は
次
の
問
合
先
ま
で
。

■
予
約
・
問
合
先　

大
和
高
田
年

金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

　

日
本
年
金
機
構
が
年
金
出
張
相

談
を
、
月
１
回
五
條
市
で
開
催
し

て
い
ま
す
。
気
軽
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

■
開
催
日　

毎
月
第
２
木
曜
日

　
（※

10
月
は
12
日
、
11
月
は
９
日
）

■
受
付
場
所　

市
民
課
年
金
係

■
相
談
時
間　

10
時
〜
12
時
15
分
、

13
時
〜
16
時
ま
で

■
持
ち
物　

年
金
手
帳
・
年
金
証

書
、
本
人
確
認
で
き
る
物
（
運

転
免
許
証
等
）
を
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

※

相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

　

早
め
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※

相
談
内
容
に
よ
っ
て
必
要
書
類

が
違
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
予
約
・
問
合
先　

大
和
高
田
年

金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

第
23
回
な
ら
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

う
ち
の
の
館

井
上
内
親
王
生
誕
１
３
０
０
年

関
連
イ
ベ
ン
ト
の
お
し
ら
せ

五
條
高
校
定
時
制

  

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト

廻
米
問
屋
油
屋
日
誌

か
い
ま
い
ど
ん
や
あ
ぶ
ら
や
に
っ
し

あ
な
た
の

「
働
き
た
い
」

を
応
援
し
ま
す
!!

イベント

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）

（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）

予
防
講
演
会
・
肺
年
齢
測
定

予
防
講
演
会
・
肺
年
齢
測
定

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）

予
防
講
演
会
・
肺
年
齢
測
定

相　談

年
金
出
張
相
談

年
金
出
張
相
談

年
金
出
張
相
談

相　談

年
金
事
務
所
の

年
金
事
務
所
の

　

予
約
相
談

　

予
約
相
談

年
金
事
務
所
の

　

予
約
相
談

相　談

無
料
調
停
相
談

無
料
調
停
相
談

無
料
調
停
相
談

相  談

も
の
忘
れ
相
談

も
の
忘
れ
相
談

も
の
忘
れ
相
談
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おしらせ・イベント

広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
20
日
（
金
）

　

10
時
30
分
〜
12
時

■
場
所　

大
淀
町
役
場

　
（
大
淀
町
桧
垣
本
２
０
９
０
）

■
テ
ー
マ　
「
み
ん
な
で
考
え
よ

う
地
域
で
く
ら
し
、
ま
な
び
、

あ
そ
び
、
は
た
ら
く
こ
と
」

■
対
象
者　

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
担
当
者
、
大
淀
養
護

学
校
の
保
護
者
、
指
導
担
当
教

員
、
支
援
教
育
部
教
員
、
小
中

学
校
特
別
支
援
学
級
在
籍
児
童

生
徒
の
保
護
者
、
特
別
支
援
学

級
担
当
教
員
、
そ
の
他
関
心
の

あ
る
人

■
申
込
方
法　

参
加
を
希
望
す
る

人
は
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

■
申
込
・
問
合
先　

県
立
大
淀
養

護
学
校
（
山
本
・
津
村
）

☎
０
７
４
７
・
５
２
・
７
６
５
５

　

知
的
障
害
の
あ
る
幼
児
や
児
童

の
保
護
者
な
ど
を
対
象
に
体
験
学

習
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
小
学
部

▼
対
象　

来
年
度
就
学
す
る
知
的

障
害
の
あ
る
幼
児
と
そ
の
保
護

者
、
幼
稚
園
の
教
員
、
保
育
所

　

北
宇
智
地
区
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
が
変
更
さ
れ
、
そ
れ
に
伴

い
担
当
地
域
も
変
更
さ
れ
て
い
ま

す
。（※

敬
称
略
）

■
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
変
更

（
変
更
前
）
中
谷
一
郎

（
変
更
後
）
永
栄
ひ
ろ
子

■
担
当
地
域
の
変
更

※

氏
名
（
敬
称
略
）：
担
当
地
区
（
自
治
会
名
）

（
変
更
前
）

▼
中
谷
一
郎
：
県
営
住
宅
・
エ
ル

ベ
タ
ウ
ン
第
２
・
エ
ル
ベ
タ
ウ

ン
第
３

▼
岡
北
光
子
：
新
居
伝
・
促
進
住

宅
・
エ
ル
ベ
タ
ウ
ン
第
１

（
変
更
後
）

▼
永
栄
ひ
ろ
子
：
エ
ル
ベ
タ
ウ
ン

第
１
・
エ
ル
ベ
タ
ウ
ン
第
２
・

エ
ル
ベ
タ
ウ
ン
第
３

▼
岡
北
光
子
：
新
居
伝
・
促
進
住

宅
・
県
営
住
宅

■
問
合
先　

社
会
福
祉
課

　
（
内
線
２
７
５
）

　

今
後
の
障
害
児
福
祉
の
充
実
に

向
け
、
地
域
別
懇
談
会
を
次
の
と

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
乗
車

時
間
は
予
約
状
況
に
よ
り
調
整

し
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

※

直
接
来
館
す
る
場
合
は
、
地
区

に
関
係
な
く
利
用
で
き
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

老
人
憩
の
家

☎
２
３
・
０
４
３
１
（
水
曜
休
館
）

　

10
月
の
く
み
取
り
は
、
次
の
日

程
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
業

者
ま
で
直
接
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
12
日
（
木
）

　
・
26
日
（
木
）

※

当
日
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
合
先　

　

㈱
ダ
イ
ワ
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
７
４
５
・
５
２
・
３
３
７
２

　

総
務
省
の
業
務
見
直
し
の
た
め

名
称
が
変
わ
り
ま
す
。
国
の
行
政

機
関
に
対
す
る
「
行
政
相
談
」
業

務
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
す
。

■
問
合
先　

奈
良
行
政
監
視
行
政

相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
４
２
・
２
４
・
１
１
０
０

　

様
々
な
子
育
て
の
悩
み
を
相
談

し
ま
せ
ん
か
。
障
害
児
本
人
、
ま

た
保
護
者
か
ら
の
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。（
予
約
不
要
）

■
日
時　

10
月
26
日
（
木
）

　

９
時
30
分
〜
12
時

■
場
所　

下
市
町
観
光
文
化
セ
ン

タ
ー（
下
市
町
下
市
３
０
７
１
）

■
問
合
先　

五
條
・
吉
野
地
域
自

立
支
援
協
議
会
事
務
局

☎
０
７
４
７
・
５
３
・
２
１
５
３

FAX
０
７
４
７
・
６
４
・
８
８
９
０

　

次
の
日
程
は
開
放
日
と
し
て
、

送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

■
日
時

▼
五
條
地
区　

10 

月
７
日
（
土
）、

28
日
（
土
）、
11
月
18
日
（
土
）

▼
西
吉
野
地
区　

10
月
14
日（
土
）、

11
月
４
日
（
土
）、
25
日
（
土
）

■
開
館
時
間　

９
時
〜
17
時

※

カ
ラ
オ
ケ
は
10
時
〜
15
時

■
対
象
者　

60
歳
以
上
の
人

※

送
迎
バ
ス
の
利
用
は
２
日
前
ま

で
に
予
約
が
必
要
で
す
。①
氏

名
、②
電
話
番
号
、③
乗
車
場
所

（
最
寄
の
バ
ス
停
）
を
伝
え
て

おしらせ

〈
大
塔
地
区
〉

〈
大
塔
地
区
〉

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

〈
大
塔
地
区
〉

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

おしらせ

県
立
大
淀
養
護
学
校

県
立
大
淀
養
護
学
校

    
    

体
験
学
習

体
験
学
習

県
立
大
淀
養
護
学
校

    

体
験
学
習

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

おしらせ

行
政
評
価
事
務
所
は
、

行
政
評
価
事
務
所
は
、

 

奈
良
行
政
監
視
行
政
相
談

奈
良
行
政
監
視
行
政
相
談 

    

セ
ン
タ
ー
に
変
わ
り
ま
す

セ
ン
タ
ー
に
変
わ
り
ま
す

行
政
評
価
事
務
所
は
、

 

奈
良
行
政
監
視
行
政
相
談 

  

セ
ン
タ
ー
に
変
わ
り
ま
す

おしらせ

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

　

変
更
と
担
当
地
区
の
変
更

　

変
更
と
担
当
地
区
の
変
更

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

　

変
更
と
担
当
地
区
の
変
更

平
成
30
年
度
以
降
小
学
校

　

「
特
別
の
教
科 

道
徳
」
の

 　　

教
科
書
採
択
結
果

相　談

障
害
児
・
保
護
者
の

障
害
児
・
保
護
者
の

　

た
め
の
相
談
会

　

た
め
の
相
談
会

障
害
児
・
保
護
者
の

　

た
め
の
相
談
会

おしらせ

老
人
憩
の
家

老
人
憩
の
家 

開
放
日

開
放
日

老
人
憩
の
家 

開
放
日

おしらせ

県
立
大
淀
養
護
学
校

県
立
大
淀
養
護
学
校

　

地
域
別
懇
談
会

　

地
域
別
懇
談
会

県
立
大
淀
養
護
学
校

　

地
域
別
懇
談
会

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

就
職
面
接
会

第
46
回

吉
野
川
祭
り
花
火
大
会
に

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

　展示スペースで、陶芸
教室で作製した茶碗を展
示しています。
■問合先　未来塾
☎080・2425・1093

未来塾

新町「大野屋」
出店者情報！
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おしらせ・イベント

　

今
年
も
吉
野
川
祭
り
へ
の
ご
支

援
と
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
花
火
大
会
翌
日
に
清
掃
し
て

い
た
だ
い
た
天
理
教
の
み
な
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
自
治
会
か
ら
の
協
賛
金

　

１
８
８
万
４
８
１
円

▼
会
場
で
の
募
金

　

２
９
万
５
６
１
３
円

第
46
回
吉
野
川
祭
り
実
行
委
員
会

■
問
合
先　

企
業
観
光
戦
略
課（
内
線
２
１
０
）

　

就
職
を
希
望
す
る
障
害
が
あ
る

人
を
対
象
に
就
職
面
接
会
を
開
催

し
ま
す
。

■
北
和
会
場

▼
日
時　

10
月
19
日
（
木
）

　

13
時
〜
15
時
30
分

▼
場
所　

な
ら
１
０
０
年
会
館

　
（
奈
良
市
三
条
宮
前
町
７-

１
）

■
中
南
和
会
場

▼
日
時　

10
月
12
日
（
木
）

　

13
時
〜
15
時
30
分

▼
場
所　

奈
良
県
産
業
会
館

　
（
大
和
高
田
市
幸
町
２
番
33
号
）

■
持
ち
物　

障
害
者
手
帳
、
履
歴

書
（
３
通
程
度
）

※

参
加
企
業
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

下
市
公
共
職
業
安
定

所
☎
０
７
４
７
・
５
２
・
３
８
６
７

の
保
育
士
、
施
設
の
指
導
員
ほ

か
▼
日
時　

毎
週
水
・
金
曜
日
の
午

前
中
に
個
別
体
験
を
開
催

■
中
学
部

▼
対
象　

知
的
障
害
の
あ
る
小
学

６
年
生
と
そ
の
保
護
者
、
小
学

校
の
教
員
ほ
か

▼
日
時　

10
月
23
日
（
月
）
〜
11

月
２
日
（
木
）

　

９
時
30
分
〜
13
時
（
半
日
間
）

※

各
部
と
も
詳
細
に
つ
い
て
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※

就
学
、
日
常
生
活
や
学
習
に
関

す
る
指
導
等
、
特
別
支
援
教
育

に
関
す
る
教
育
相
談
を
随
時
受

付
中
。
希
望
す
る
人
は
電
話
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

県
立
大
淀
養
護
学
校

　
（
大
淀
町
下
渕
４
１
４‐

１
）

☎
０
７
４
７
・
５
２
・
７
６
５
５

■問合先
人権施策課　☎２５・１１３７

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４

　

平
成
30
年
度
以
降
に
市
立
小
学

校
で
使
用
さ
れ
る
「
特
別
の
教
科 

道
徳
」
の
教
科
書
が
次
の
通
り
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

■
発
行
者　

日
本
文
教
出
版

■
教
科
書
名　

小
学
道
徳 

生
き
る

力
■
問
合
先　

学
校
教
育
課

　
（
内
線
８
１
９
）

（
敬
称
略
）

《
善
意
銀
行
》

▼
㈱
柿
の
葉
す
し
本
舗
た
な
か

　

代
表
取
締
役
社
長　

田
中
妙
子

▼
宗
桧
上
地
区
簡
易
水
道
組
合

〈
大
塔
地
区
〉

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

県
立
大
淀
養
護
学
校

    

体
験
学
習

市民の善意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

行
政
評
価
事
務
所
は
、

 

奈
良
行
政
監
視
行
政
相
談 

  

セ
ン
タ
ー
に
変
わ
り
ま
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

　

変
更
と
担
当
地
区
の
変
更

おしらせ

平
成
30
年
度
以
降
小
学
校

年
度
以
降
小
学
校

　

「
特
別
の
教
科

　

「
特
別
の
教
科 

道
徳
」
の

道
徳
」
の

 　　

教
科
書
採
択
結
果

　
　

教
科
書
採
択
結
果

平
成
30
年
度
以
降
小
学
校

　

「
特
別
の
教
科 

道
徳
」
の

 　　

教
科
書
採
択
結
果

障
害
児
・
保
護
者
の

　

た
め
の
相
談
会

老
人
憩
の
家 

開
放
日

県
立
大
淀
養
護
学
校

　

地
域
別
懇
談
会

おしらせ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

就
職
面
接
会

就
職
面
接
会

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

就
職
面
接
会

奈良県最低賃金

786 円
平成29年 10 月１日発効
■問合先　奈良労働局
☎0742・32・0206

おしらせ

第
46
回

吉
野
川
祭
り
花
火
大
会
に

吉
野
川
祭
り
花
火
大
会
に

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

第
46
回

吉
野
川
祭
り
花
火
大
会
に

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

　展示スペースで、陶芸展示スペースで、陶芸
教室で作製した茶碗を展教室で作製した茶碗を展
示しています。示しています。
■問合先　未来塾■問合先　未来塾
☎080・2425・1093☎080・2425・1093

未来塾未来塾 10/17
（火）

10/29
（日）

～

起業家
支援施設

新町新町「大野屋大野屋」
出店者情報！出店者情報！

　展示スペースで、陶芸
教室で作製した茶碗を展
示しています。
■問合先　未来塾
☎080・2425・1093

未来塾

新町「大野屋」
出店者情報！
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「五條の歴史を探る」では、五條の歴史・文化を今に伝える資料とそのゆかりの地を紹介します。文文化を今に化を今に伝える資伝える資料とその料とそのゆかりのゆかりの地を紹介地を紹介します。します「五條の「五條ののの歴史を探歴史を探る」ではる」では、五條の、五條の歴史・歴史・

㎏
）
程
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　　

作
業
に
従
事
し
た
人
数
は
、
例
え
ば
下
市

町
大
字
谷
に
あ
っ
た
鉱
山
の
場
合
は
、
坑
夫

16
人
と
手
子
（
手
助
け
を
す
る
人
）
14
人
、

砕
婦
（
鉱
石
を
破
砕
す
る
女
性
職
人
）
８

人
、
窯
職
夫
（
鉱
石
を
炉
で
焼
く
職
人
）
３

人
、
溶
解
夫
（
鉱
石
を
溶
解
す
る
職
人
）
24

人
、
担
夫
（
角
銅
を
運
搬
す
る
職
人
）
５
人

の
合
計
70
人
が
働
い
て
い
ま
し
た
。　

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
立
里
と
金
屋
渕
鉱
山

は
採
掘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

文
化
財
課
学
芸
員　

山
本
望
実

【
参
考
文
献
】

　

明
治
17
年
『
鉱
山
志
料
取
調
書
』

　

（
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
所
蔵
）

川
）
、
天
川
村
（
和
田
、
栃
尾
）
、
十
津
川

村
（
旭
）
に
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

　　

こ
れ
ら
の
坑
道
か
ら
は
、
「
黄
銅
鉱
」
を

多
く
産
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
に

銀
、
鉄
、
鉛
、
硫
黄
、
安
質
謨
、
満
俺
も
採

掘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

掘
削
方
法
は
、
「
元
和
法
」
と
呼
ば
れ
た

鑿
等
を
使
っ
て
坑
夫
（
穴
を
掘
る
職
人
）
が

地
道
に
採
掘
す
る
方
法
と
、
「
フ
ー
ド
ル
」

と
呼
ば
れ
た
坑
道
内
で
火
薬
を
破
裂
さ
せ
る

方
法
を
併
用
し
て
い
ま
し
た
。
両
者
の
違
い

は
坑
夫
の
人
数
に
あ
り
、
前
者
が
一
回
の
作

業
に
１
０
０
人
が
必
要
な
の
に
対
し
て
、
後

者
は
20
人
程
で
済
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
後

者
の
み
を
用
い
る
こ
と
が
な
か
っ
た
理
由

は
、
地
盤
の
強
度
に
応
じ
て
使
い
分
け
て
い

た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　　

採
掘
さ
れ
た
鉱
石
は
、
「
山
下
吹
」
と
呼

ば
れ
る
製
錬
方
法
（
鉱
石
を
平
炉
に
入
れ
て

木
炭
の
火
力
に
、
強
風
を
送
り
、
鉄
と
硫
黄

を
酸
化
さ
せ
、
銅
と
分
離
す
る
）
に
よ
り
鉱

物
と
不
純
物
に
分
け
ら
れ
た
後
、
取
り
出
さ

れ
た
銅
を
一
度
溶
か
し
て
、
鋳
型
に
入
れ
、

角
銅
に
整
形
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
抽
出
量
は

鉱
石
１
０
０
貫
（
約
３
７
５
㎏
）
に
対
し
、

銅
で
は
４
貫
（
約
15
㎏
）
〜
６
貫
（
22
・
５

　

「
大
和
索
道
」
は
、
昭
和
の
初
め
頃
、
野

迫
川
村
の
立
里
と
金
屋
渕
（
金
ヶ
渕
）
鉱
山

ま
で
路
線
を
延
長
し
、
昭
和
35
年
（
１
９
６

０
）
に
廃
止
さ
れ
る
ま
で
、
鉱
石
運
搬
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　　

そ
も
そ
も
、
奈
良
県
に
お
け
る
鉱
山
経
営

は
、
明
治
の
初
め
頃
か
ら
盛
ん
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
明
治
17
年
（
１
８
８

４
）
の
『
鉱
山
志
料
取
調
書
』
に
よ
る
と
、

記
載
さ
れ
て
い
る
鉱
山
60
か
所
の
内
、
58
か

所
は
吉
野
郡
に
分
布
し
、
五
條
市
の
周
辺
で

は
、
西
吉
野
町
（
唐
戸
、
西
新
子
、
川
股
、

西
日
裏
）
、
大
塔
町
（
中
原
）
、
野
迫
川
村

（
池
津
川
、
今
井
、
立
里
、
紫
園
、
中
津
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五
條
の

市

の

動

き

市

の

動

き

人
口
３
１
，
４
９
９
人　
　

男
１
４
，
９
９
５
人　
　

女
１
６
，
５
０
４
人　
　

世
帯
数
１
３
，
６
４
４

　
　

（
▲
３
９
）　
　
　
　
　
　

（
▲
４
）　
　
　
　
　
　
　

（
▲
３
５
）　
　
　
　
　
　
　
　

（
６
）

（
８
月
31
現
在
）　

（　

）
内
の
数
字
は
前
月
比
・
▲
は
減
少

大
和
索
道
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
そ
の
３
～

第110回

五
條
の

を

歴
史を

歴
史

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

出
生
１
９
件　

死
亡
３
２
件

転
入
４
０
件　

転
出
５
２
件

・ごみ量 430.3㌧

・目標値 400.6㌧

７月結果発表！

29.7㌧

超過！

10月の目標 
  377.3㌧!200

トン減

めざせ年間

各家庭でしっかり分別し、ごみの減量化を目指しましょう！

20
トン減

めめめめざせ年

各

燃えるごみ

減量チャレンジ！

も
う
少
し

が
ん
ば
ろ
う
！

ア
ン
チ
モ
ン

マ
ン

五條市

天川村

⼗津川村

●唐戸●唐戸

●旭●旭●
中津川中津川

●柴園●柴園
●立里●立里
●中原●中原

●今井●今井

●
池津川池津川

●栃尾●栃尾●和田●和田

●
西日裏西日裏

●川股●川股
●西新子●西新子

●唐戸

●旭●
中津川

●柴園
●立里
●中原

●今井

●
池津川

●栃尾●和田

●
西日裏

●川股
●西新子

野
迫
川
村

明治 17年時点の鉱山所在地図

ガ
ン

せ
い
れ
ん

の
み

　

台
所
で
出
る
生
ご

み
は
水
を
し
っ
か
り

切
っ
て
か
ら
ご
み
袋

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

しっかり生ごみの
 水を切りましょう

【
展
示
の
お
知
ら
せ
】

井
上
内
親
王
生
誕
１
３
０
０
年
記
念
企
画
展

「
五
條
の
井
上
内
親
王
伝
説
と
御
霊
神
社
」

■
会
期

10 

月
14
日
（
土
）
～
11
月
12
日
（
日
）

９
時
～
17
時
（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

■
会
場
　

新
町
ま
ち
な
み
伝
承
館

■
費
用
　

無
料
　

（
水
曜
休
館
）

■
問
合
先
　

文
化
財
課
　

☎
２
４
・
２
０
１
１

げ 

ん 

な

みんなとつながる
こうほうごじょう

。。
る
う 広報五條広報五條広報五條

五條市結婚相談所
時間　13時～16時

場所　福祉センター

問合　児童福祉課

　　　（内線366）

五條市結婚相談所
時間　13時～16時

場所　福祉センター

問合　児童福祉課(内線366)

心の悩み

臨床心理士による
こころの健康相談（要予約）
時間　①13時～13時45分

　　　②14時15分～15時

　　　③15時30分～16時15分

場所　カルム五條

予約　カルム五條（内線290）

悪質商法や多重債務など

消費生活・多重債務相談
時間　10時～15時

場所　第２分庁舎３階

10 月 市 民 ご よ み

毎 週
月・木

人権を確かめあう日10/11
（水）

10/14
（土）

10/26
（木）

15（月）心の悩み

臨床心理士による
こころの健康相談（要予約）
時間　①13時～13時45分

　　　②14時15分～15時

　　　③15時30分～16時15分

場所　カルム五條

予約　カルム五條（内線290）

10/11
（水）

10/25
（水）

健康管理、肥満や禁煙など

保健師による健康相談
場所　カルム五條

予約　カルム五條（内線290）

10/18
（水）

年金事務所の

出張年金相談（要予約）
時間　10時～12時15分

　　　13時～16時

受付　市民課年金係

予約　大和高田年金事務所

☎０７４５・２２・３５３１

10/12
（木）

※早めに予約してください。（人数制限あり）

15（月）もの忘れ相談
場所　カルム五條

予約　地域包括支援センター

☎２５・２６４０

10/４
（水）

場所 第２分庁舎３階

納税には口座振替のほか、コンビニ
エンスストアでも納付できます。
■問合先　保険課 （内線266）
　　　　　税務課 （内線260）

10 月は
国民健康保険税 第４期
市・県民税 第３期
納期限は 10 月 31 日（火）まで
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